
公
開
講
演
会

盲
僧
琵
琶
の
伝
承
　
物
語
芸
能
と
神
事

―
―�

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
蔵
「
盲
僧
琵
琶
の
語
り
物
・�

兵
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―

兵
　
藤
　
裕
　
己
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は
じ
め
に

　

盲
僧
（
座
頭
、
琵
琶
法
師
）
と
呼
ば
れ
る
宗
教
芸
能
民
が
、
こ
の
列
島
の
社
会
の
文
化
形
成
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
は
や

く
柳
田
國
男
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

柳
田
の
初
期
の
民
俗
学
的
著
作
、『
毛
坊
主
考
』（
大
正
三
―
四
年
〈
一
九
一
四
―
一
五
〉）
は
、
半
僧
半
俗
の
毛
坊
主
の
一
類
と
し
て

座
頭
と
夙
の
者
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
大
正
年
間
の
柳
田
の
座
頭
（
盲
僧
）
研
究
は
、
お
も
に
そ
の
信
仰
・
祭
祀
習
俗
に
向
け
ら
れ

た
が
、
昭
和
期
に
入
る
と
、
彼
ら
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
「
口
承
文
芸
」（
フ
ラ
ン
ス
の
民
俗
学
者
ポ
ー
ル
・
セ
ビ
オ
が
提
唱
し
たLa lit-

térature olale

を
訳
し
た
柳
田
の
造
語
）
が
伝
承
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
（『
口
承
文
芸
史
考
』
昭
和
二
二
年
〈
一
九
四
七
〉
な
ど
）。

　

ま
た
、
民
俗
信
仰
と
芸
能
史
の
両
面
か
ら
盲
僧
を
実
地
調
査
し
た
の
は
、
折
口
信
夫
で
あ
る
。
と
く
に
九
州
地
方
の
盲
僧
に
関
す

る
折
口
の
大
正
年
間
の
調
査
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
現
在
と
な
っ
て
は
貴
重
な
調
査
記
録
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
柳
田
が
考
察

し
た
東
北
地
方
の
座
頭
の
問
題
と
対
を
な
す
先
駆
的
な
研
究
だ
っ
た
。

　

日
本
社
会
が
定
住
と
分
業
（
＝
身
分
制
）
に
基
礎
を
置
く
近
世
社
会
へ
移
行
す
る
江
戸
初
期
（
一
七
世
紀
）
よ
り
も
以
前（

1
）、

こ
の
列

島
の
社
会
に
物
語
・
語
り
物
を
持
ち
伝
え
た
の
は
各
種
の
芸
能
民
や
職
人
で
あ
り
、
そ
れ
ら
遍
歴
・
遊
行
の
語
り
部
た
ち
の
中
核
的

な
存
在
が
、
盲
目
の
宗
教
芸
能
民
で
あ
る
座
頭
や
瞽
女
だ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
北
は
東
北
か
ら
南
は
南
西
諸
島
ま
で
、
源
平
合
戦
の
英
雄
や
敗
者
・
落
人
の
伝
説
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
伝
説
や

口
碑
は
、
座
頭
（
盲
僧
）
や
瞽
女
（
盲
巫
）
の
持
ち
伝
え
た
貴
種
流
離
の
物
語
が
、
在
地
の
有
力
者
に
よ
っ
て
家
の
由
緒
等
に
結
び

付
け
ら
れ
た
結
果
だ
ろ
う
。
物
語
・
語
り
物
の
伝
播
と
流
布
に
果
た
し
た
盲
目
の
宗
教
芸
能
民
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
柳
田
國
男
以

後
の
日
本
民
俗
学
が
注
目
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

口
承
の
文
芸
と
民
間
の
宗
教
儀
礼
の
担
い
手
と
し
て
の
盲
僧
（
座
頭
）
は
、
九
州
地
方
で
は
一
九
九
〇
年
頃
ま
で
残
存
し
て
い
た
。
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わ
た
し
は
一
九
八
二
年
（
当
時
、
大
学
院
生
）、
ト
ヨ
タ
財
団
助
成
の
盲
僧
琵
琶
の
共
同
研
究
（
研
究
代
表
者
・
藤
井
貞
和
）
に
加
え
て

も
ら
い
、
翌
八
三
年
か
ら
は
一
人
で
調
査
を
行
い
、
九
州
と
中
国
地
方
西
部
に
残
存
し
て
い
た
琵
琶
弾
き
の
盲
僧
・
座
頭
の
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
を
一
〇
年
間
ほ
ど
行
っ
た
。
そ
の
さ
い
収
録
し
た
百
本
程
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
と
三
百
本
近
い
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、

二
〇
一
七
年
度
か
ら
順
次
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
、「
盲
僧
琵
琶
の
語
り
物
・
兵
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と

し
て
収
蔵
さ
れ
る
（
当
時
の
民
俗
学
研
究
所
長
の
松
崎
憲
三
氏
と
小
島
孝
夫
氏
の
ご
配
慮
・
ご
助
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
）。

　

本
稿
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
め
ま
で
九
州
地
方
に
残
存
し
た
盲
僧
・
座
頭
の
琵
琶
語
り
伝
承
に
つ
い
て
紹
介
し
、
わ
た
し
の
調
査

研
究
の
主
要
な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
な
っ
た
山
鹿
良
之
（
一
九
〇
一
―
九
六
）
の
物
語
芸
能
と
神
事
を
中
心
に
、
成
城
大
学
民
俗
学

研
究
所
に
収
蔵
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一
　
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
沿
革

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
日
本
に
渡
来
し
た
琵
琶
に
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
系
統
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
畿
内
中
央
に
公
式

ル
ー
ト
で
伝
え
ら
れ
た
雅
楽
琵
琶
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
大
陸
か
ら
直
接
九
州
地
方
に
伝
来
し
た
盲
僧
・
琵
琶
法
師
の
琵
琶
で
あ

る
（
兵
藤
『
琵
琶
法
師
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）。

　

琵
琶
法
師
の
琵
琶
は
、
携
帯
に
便
利
な
よ
う
に
、
雅
楽
琵
琶
よ
り
も
ひ
と
ま
わ
り
小
ぶ
り
に
で
き
て
い
る
。
胴
に
く
ら
べ
て
棹さ

お

の

に
ぎ
り
が
太
く
、
柱じ

ゅ
う（

柱じ

と
も
。
箏
の
琴こ
と
じ柱
、
ギ
タ
ー
の
フ
レ
ッ
ト
等
に
相
当
す
る
）
の
数
も
雅
楽
琵
琶
（
四
柱じ

）
よ
り
も
多
い
五
柱じ

な

い
し
は
六
柱じ

で
あ
り
、
ま
た
、
の
ち
の
三
味
線
に
引
き
継
が
れ
た
サ
ワ
リ
（
弦
を
弾
い
た
と
き
に
ビ
ー
ン
と
い
う
複
雑
な
倍
音
を
響
か
せ

る
仕
掛
け
）
を
持
つ
独
特
の
つ
く
り
だ
が
、『
平
家
物
語
』
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
語
り
、
祝
言
や
竈か

ま
ど祓
い
な
ど
の
民
間
の
宗
教
儀

礼
に
た
ず
さ
わ
っ
た
盲
僧
・
座
頭
は
、
一
六
世
紀
の
末
頃
か
ら
、
し
だ
い
に
新
し
い
三
味
線
音
楽
に
転
向
し
て
い
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
九
五
）
に
、
琉
球
の
三
線
と
胡
弓
か
ら
三
味
線
を
考
案
し
た
の
は
、『
糸
竹
初
心
集
』（
寛
文
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四
年
〈
一
六
六
四
〉
成
立
）
に
よ
れ
ば
、
当
道
座
（
京
都
と
江
戸
に
本
拠
の
あ
っ
た
平
家
座
頭
の
支
配
組
織
）
の
石
村
城
中
検
校
で
あ
る
。

石
村
検
校
の
創
始
と
さ
れ
る
組
歌
等
の
地
唄
三
味
線
は
、
上
方
で
は
琵
琶
に
代
わ
る
座
頭
の
表
芸
と
な
っ
て
ゆ
く
。

　

近
世
の
語
り
物
芸
能
を
代
表
す
る
浄
瑠
璃
も
、
一
六
世
紀
ま
で
は
琵
琶
を
伴
奏
楽
器
と
し
て
い
た
が
、
や
が
て
琵
琶
を
三
味
線
に

持
ち
替
え
た
座
頭
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
ゆ
く
。
た
と
え
ば
、
近
世
初
期
に
江
戸
で
活
躍
し
た
浄
瑠
璃
語
り
薩
摩
浄
雲
は
、
京
都
の
沢

住
検
校
に
浄
瑠
璃
を
学
ん
だ
と
い
う
が
、
沢
住
検
校
と
そ
の
師
匠
の
虎
沢
検
校
（
石
村
検
校
の
門
人
）
は
、
と
も
に
琵
琶
を
三
味
線
に

持
ち
替
え
た
座
頭
だ
っ
た
（
な
お
、「
検
校
」
は
当
道
座
の
座
頭
を
格
付
け
す
る
盲
官
の
最
高
位
）。

　

ま
た
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
岩
手
・
宮
城
県
地
方
に
伝
わ
っ
た
奥
浄
瑠
璃
も
、
座
頭
・
盲
僧
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
三
味
線
芸
で

あ
り
、
青
森
県
の
津
軽
地
方
で
行
わ
れ
た
津
軽
三
味
線
も
、
昭
和
の
名
人
、
初
代
高
橋
竹
山
や
そ
の
師
匠
の
代
ま
で
は
、
座
頭
の
芸

と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
（
弘
前
市
立
図
書
館
に
は
弘
前
藩
内
の
当
道
座
関
係
の
文
書
が
多
数
所
蔵
さ
れ
る（

2
））。

　

古
浄
瑠
璃
か
ら
チ
ョ
ン
ガ
レ
（
青
森
で
は
ヂ
ョ
ン
ガ
ラ
）、
祭
文
、
く
ど
き
等
に
い
た
る
多
様
な
物
語
芸
能
が
、
近
世
の
地
方
盲
人

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
時
代
の
流
行
が
琵
琶

か
ら
三
味
線
へ
移
行
し
た
な
か
で
、
九
州
地
方
（
お
よ
び

中
国
地
方
西
部
）
だ
け
は
、
盲
僧
（
座
頭
）
の
琵
琶
が
江
戸

時
代
以
後
も
行
わ
れ
た
。
理
由
の
一
つ
は
、
盲
人
の
琵
琶

演
奏
が
、
こ
の
地
方
で
は
、
た
ん
な
る
娯
楽
で
は
な
く
、

竈
祓
い
や
地
神
祭
、
ワ
タ
マ
シ
（
新
築
祝
い
）
等
の
民
間

の
宗
教
祭
祀
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
存
在
し
た
か
ら
だ
。

　

法
具
と
し
て
の
琵
琶
の
あ
り
方
が
、
三
味
線
と
の
交
替

を
困
難
に
し
た
の
だ
が
、
芸
能
者
が
同
時
に
宗
教
者
で
も

あ
る
と
い
う
中
世
的
な
芸
能
伝
承
の
あ
り
方
は
、
九
州
の

琵琶の柱
じゅう

のサワリ（煤竹製）を付け替
え、ヤスリで調節する山鹿良之。1988
年10月。
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盲
僧
に
よ
っ
て
近
代
ま
で
伝
え
ら
れ
た
。

二
　
盲
僧
琵
琶
研
究
の
始
ま
り

　

九
州
の
琵
琶
弾
き
の
盲
僧
に
関
し
て
、
近
代
に
な
っ
て
最
初
に
現
地
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
折
口
信
夫
で
あ
る
。
折
口
に
は
、
大

正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
壱
岐
（
長
崎
県
）
で
行
な
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
も
と
に
書
い
た
「
雪
の
島
」（
一
九
二
七
年
）
と
い
う

エ
ッ
セ
イ
が
あ
り
、
ま
た
「
壱
岐
民
間
伝
承
採
訪
記
」（
一
九
二
九
年
）
と
い
う
詳
細
な
調
査
報
告
も
あ
る
。

　

と
く
に
後
者
で
は
、
壱
岐
の
盲
僧
が
「
俊
徳
丸
」「
小
栗
判
官
」「
石
童
丸
」「
葛
の
葉
」「
百
合
若
大
臣
」「
安
珍
」
な
ど
の
物
語

を
伝
承
し
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
「
百
合
若
」
の
物
語
は
イ
チ
ジ
ョ
ー
と
呼
ば
れ
る
梓
巫
女
に
よ
っ
て
も

語
ら
れ
、
折
口
の
調
査
に
刺
激
さ
れ
た
壱
岐
出
身
の
山
口
麻
太
郎
に
よ
っ
て
、
イ
チ
ジ
ョ
ー
の
語
る
「
百
合
若
説
経
」
の
校
訂
本
文

が
作
ら
れ
て
い
る
（
山
口
『
百
合
若
説
経
』
一
誠
社
、
一
九
三
六
年
）。

　

山
口
が
作
成
し
た
「
百
合
若
説
経
」
の
本
文
は
、
そ
の
懇
切
な
校
訂
作
業
に
よ
っ
て
イ
チ
ジ
ョ
ー
の
元
の
語
り
口
が
少
な
か
ら
ず

失
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
ん
に
ち
、
壱
岐
を
訪
ね
て
も
、
折
口
や
山
口
が
接
し
た
よ
う
な
「
俊
徳
丸
」「
小
栗
判
官
」「
葛
の
葉
」

「
百
合
若
」
等
を
語
る
盲
僧
や
盲
巫
は
、
そ
の
痕
跡
さ
え
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
壱
岐
の
対
岸
の
九
州
本
土
で
は
、
高
度

経
済
成
長
期
を
迎
え
る
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
物
語
芸
能
と
神
事
に
た
ず
さ
わ
る
盲
僧
が
少
な
か
ら
ず
活
動
し
て
い
た
。

　

わ
た
し
が
九
州
の
盲
僧
琵
琶
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
八
二
年
か
ら
だ
が
、
当
時
は
ま
だ
何
人

か
の
盲
僧
・
座
頭
に
よ
っ
て
段
物
（
数
段
か
ら
成
る
長
編
の
語
り
物
）
や
端
唄
が
伝
承
さ
れ
、
折
口
が
壱
岐
で
聴
い
た
「
俊
徳
丸
」「
小

栗
判
官
」「
石
童
丸
」「
葛
の
葉
」「
安
珍
（
道
成
寺
）」
等
の
段
物
は
、
熊
本
・
福
岡
・
鹿
児
島
県
の
盲
僧
・
座
頭
の
あ
い
だ
で
語
ら

れ
て
い
た
（
な
お
、
盲
僧
と
座
頭
と
い
う
二
種
類
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
四
節
に
後
述
す
る
）。

　

ま
た
、
佐
賀
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
県
で
も
、
盲
僧
の
藤
瀬
良
伝
、
高
木
清
玄
、
永
田
法
順
、
上
野
常
徳
ら
が
伝
承
し
た
竈か

ま
ど祓
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い
・
荒
神
祭
り
関
係
の
経
文
や
祭
文
を
録
音
・
録
画
で
き
た
が
、
そ
の
折
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
か
れ
ら
の
先
代
ま
た
は
先
々
代

の
師
匠
の
代
ま
で
は
、
経
文
や
祭
文
だ
け
で
は
な
く
、
段
物
や
端
唄
も
演
奏
し
た
と
い
う
。
盲
僧
が
伝
承
し
て
い
た
段
物
の
需
要
は
、

戦
後
と
く
に
一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
テ
レ
ビ
の
普
及
に
よ
っ
て
急
速
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
わ
た
し
が
九
州
の
盲
僧
・
座
頭
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
し
て
い
た
一
九
八
七
年
頃
か
ら
、
個
人
で
持
ち
運
び
可
能
な
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
が
普
及
し
は
じ
め
た
。
ビ
ク
タ
ー
の
コ
ン
パ
ク
ト
Ｖ
Ｈ
Ｓ
（
Ｃ
カ
セ
ッ
ト
）
や
、
ソ
ニ
ー
の
8
ミ
リ
ビ
デ
オ
で
あ
る
。
当

時
は
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
高
額
だ
っ
た
が
、
と
も
か
く
そ
れ
ら
の
機
器
に
よ
っ
て
個
人
で
も
演
奏
映
像
を
収
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
八
八
年
か
ら
、
わ
た
し
は
調
査
現
場
に
ビ
デ
オ
機
器
を
携
行
し
た
。
し
た
が
っ
て
わ
た
し
が
収
録
し
た
盲
僧
琵
琶
の
演
奏
映
像

は
、
い
ず
れ
も
八
八
年
以
降
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
伝
承
が
衰
滅
の
一
歩
手
前
に
あ
っ
た
時
期
の
映
像
で
あ
る
。
し
か

し
盲
僧
琵
琶
の
演
奏
映
像
は
、
テ
レ
ビ
番
組
等
に
断
片
的
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
除
け
ば
、
数
時
間
に
及
ぶ
演
奏
を
ま
と
め
て
録
画

し
た
映
像
資
料
集
は
、
わ
た
し
が
収
録
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
唯
一
の
現
存
資
料
だ
ろ
う
。

　

録
画
や
録
音
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
年
々
進
歩
し
た
が
、
そ
れ
と
逆
比
例
し
て
伝
承
者
の
数
は
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
の
が

一
九
八
〇
年
代
だ
っ
た
。
ま
た
、
六
〇
年
代
の
高
度
成
長
期
に
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
電
気
炊
飯
器
が
全
国
的
に
普
及
し
、
九
州
の
農

山
村
で
も
煮
炊
き
用
の
竈
は
し
だ
い
に
廃
棄
さ
れ
、
盲
僧
の
神
事
儀
礼
の
中
核
で
あ
る
竈
祓
い
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
（
な
お
、「
平

家
」
を
語
る
琵
琶
法
師
（
平
家
座
頭
）
が
、
近
世
以
前
に
は
地
神
経
誦
み
や
竈
祓
い
等
の
宗
教
神
事
に
携
わ
っ
て
た
こ
と
は
、
前
掲
拙
著
『
琵

琶
法
師
』、
参
照
）。

　

ま
た
、
日
待
ち
や
月
待
ち
の
夜
に
村
人
が
集
ま
り
、
夜
を
徹
し
て
神
前
や
仏
前
で
逮
夜
（
通
夜
）
す
る
夜
籠
も
り
の
習
俗
も
、
か

つ
て
は
九
州
一
円
で
行
わ
れ
、
そ
の
折
に
は
、「
ね
む
け
覚
ま
し
」
と
称
し
て
盲
僧
・
座
頭
が
呼
ば
れ
、
長
編
の
段
物
を
夜
を
徹
し

て
語
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
盲
僧
琵
琶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
録
さ
れ
る
「
小
栗
判
官
」「
俊
徳
丸
」「
隅
田
川
」「
葛
の
葉
」「
都
合

戦
筑
紫
下
り
」
等
は
、
お
も
に
夜
籠
も
り
に
語
ら
れ
、
い
ず
れ
も
全
五
～
七
段
前
後
が
、
途
中
に
休
憩
を
入
れ
て
六
～
七
時
間
ほ
ど

か
け
て
語
ら
れ
た
。
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だ
が
、
そ
ん
な
長
丁
場
の
段
物
に
耳
を
傾
け
る
村
人
も
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
普
及
に
よ
っ
て
い
な
く
な
り
、
ま
た
竈
祓
い
や
ワ

タ
マ
シ
（
新
築
祝
い
）、
地
神
祭
（
荒
神
祭
）
等
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
神
事
の
あ
と
の
直な

お
ら
い会

の
余
興
と
し
て
段
物
や
チ
ャ

リ
（
滑
稽
物
、
い
わ
ゆ
る
早
物
語
の
類
）
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
わ
た
し
が
調
査
に
歩
い
た
一
九
八
〇
年
代
は
ま
さ
に
そ

ん
な
状
況
だ
っ
た
が
、
し
か
し
長
ら
く
絶
え
て
い
た
竈
祓
い
と
夜
籠
も
り
の
神
事
の
一
部
は
、
山
鹿
が
か
つ
て
活
動
し
て
い
た
地
域

の
人
び
と
の
協
力
を
得
て
再
現
し
、
御
幣
切
り
に
始
ま
る
神
事
の
一
部
始
終
を
映
像
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
（「
盲
僧
琵
琶
の
語
り

物
・
兵
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
映
像
84
・
85
）。

　

筑
後
（
福
岡
県
南
部
）
の
柳
川
や
大
牟
田
周
辺
を
お
も
な
活
動
の
場
と
し
て
い
た
山
鹿
良
之
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
柳
川

市
近
郊
に
住
み
、
有
明
海
に
面
し
た
柳
川
市
内
の
漁
村
、
浜は

ま
た
け武

、
崩く

え
ど
う道

、
両り

ょ
う
か
い開な

ど
で
竈
祓
い
や
家
祓
い
、
ワ
タ
マ
シ
等
の
神
事
を

行
な
っ
た
。
ま
た
若
宮
神
社
（
柳
川
市
崩
道
）、
天
満
宮
（
同
南
浜
武
）、
大
師
堂
（
同
南
浜
町
）、
観
音
堂
（
同
大
浜
町
）
等
で
の
夜
籠

も
り
に
呼
ば
れ
て
は
、
長
丁
場
の
段
物
を
夜
を
徹
し
て
語
っ
た
。
わ
た
し
が
調
査
し
た
一
九
八
〇
年
代
当
時
、
こ
の
地
域
で
は
ま
だ

山
鹿
の
琵
琶
語
り
を
記
憶
す
る
老
人
が
少
な
か
ら
ず
お

り
、
一
九
八
九
年
四
月
と
一
九
九
一
年
一
一
月
に
は
、

崩
道
集
落
の
村
人
の
協
力
と
、
大
牟
田
市
の
カ
メ
ラ
マ

ン
（
本
業
は
ラ
ー
メ
ン
店
主
）
の
宮
川
光
義
氏
の
尽
力
に

よ
り
、
二
度
に
わ
た
っ
て
崩
道
若
宮
神
社
で
の
夜
籠
も

り
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
く
に
一
九
九
一
年
一
一
月
に
崩
道
集
落
で
行
わ
れ

た
竈
祓
い
と
夜
籠
も
り
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
琵
琶
法
師
・
山
鹿
良
之
』（
青
池
憲
司
監
督
、
兵
藤
裕
己

監
修
、
一
九
九
二
年
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
映
画

山鹿良之（教演）の竈祓い。祭壇中央は
三宝荒神御幣。和紙、細竹、マニラ苧を
用いて山鹿本人が作ったもの。1989年 4
月 6 日。
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は
、
一
九
九
二
年
の
公
開
時
に
毎
日
映
画
賞
（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
）
を
受
賞
し
、
二
〇
二
一
年
の
デ
ジ
タ
ル
・
リ
マ
ス
タ
ー
版
の
再
上

映
時
に
も
い
く
つ
か
の
映
画
賞
を
受
賞
し
て
い
る
）。

三
　
民
俗
学
研
究
所
蔵
の
盲
僧
琵
琶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

わ
た
し
が
九
州
地
方
の
盲
僧
琵
琶
の
調
査
を
は
じ
め
た
と
き
は
、
伝
承
そ
の
も
の
が
す
で
に
衰
滅
の
一
歩
手
前
に
あ
り
、
そ
の
た

め
、
録
画
・
録
音
資
料
を
可
能
な
か
ぎ
り
数
多
く
作
成
・
保
存
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
っ
た

（
前
述
の
演
奏
録
画
・
録
音
の
ほ
か
に
、
伝
承
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
テ
ー
プ
が
三
百
本
ほ
ど
あ
り
、
い
ず
れ
も
現
在
、
成
城
大
学
民
族
学
研

究
所
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
収
蔵
さ
れ
る
）。
そ
れ
ら
の
録
画
・
録
音
資
料
の
作
成
は
、
山
鹿
良
之
以
下
の
伝
承
者
の
年
齢
的
な
衰
え
が
顕

著
に
な
っ
た
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
一
段
落
し
、
そ
の
頃
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
収
録
し
た
資
料
を
基
に
し
た
わ
た
し
の
盲
僧
（
座

頭
）
琵
琶
研
究
も
開
始
さ
れ
た
次
第
で
あ
る（

3
）。

　

な
お
、
わ
た
し
が
収
録
し
た
映
像
資
料
は
、
そ
の
一
部
は
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
拙
著
『
琵
琶
法
師
』（
岩
波
新

書
）
に
は
、
付
録
と
し
て
、「
俊
徳
丸
」
の
二
段
目
の
前
半
、
継
母
の
丑
の
刻
参
り
の
段
（
約
二
〇
分
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
付
け
た
。
そ
の

映
像
に
は
、
語
り
を
翻
字
し
た
字
幕
を
付
け
、
字
幕
に
は
フ
シ
（
曲
節
）
も
注
記
し
て
お
い
た
。

　

ま
た
、
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
製
作
の
Ｃ
Ｄ
、『
肥
後
の
琵
琶
弾
き
・
山
鹿
良
之
の
世
界
』（
ビ
ク
タ
ー
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、

二
〇
〇
七
年
）
に
は
、
わ
た
し
が
収
録
し
た
山
鹿
の
「
道
成
寺
」
が
入
っ
て
い
る
。「
道
成
寺
」（
全
一
段
）
は
、
わ
ず
か
三
〇
分
ほ
ど

の
演
奏
に
琵
琶
語
り
の
す
べ
て
の
フ
シ
が
使
わ
れ
、
こ
れ
を
覚
え
れ
ば
ど
ん
な
演
目
で
も
語
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
山
鹿
が
弟
子
入

り
し
た
天
草
の
座
頭
仲
間
（
玉
川
派
）
で
は
「
芸
が
た
め
」
と
し
て
特
別
視
さ
れ
る
演
目
だ
っ
た
（
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
な
事
情

で
、
山
鹿
は
「
道
成
寺
」
を
師
匠
か
ら
で
は
な
く
、
兄
弟
子
の
教
楽
（
本
名
猿
渡
亀
作
）
か
ら
教
わ
っ
て
い
る
）。

　

そ
の
た
め
Ｃ
Ｄ
に
入
れ
る
演
目
と
し
て
「
道
成
寺
」
を
選
ん
だ
の
だ
が
、
わ
た
し
の
手
元
に
あ
る
山
鹿
の
十
回
余
り
の
「
道
成
寺
」
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演
奏
の
な
か
で
も
、
最
も
標
準
的
な
演
奏
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
（
一
九
八
九
年
一
〇
月
収
録
）
を
選
び
、
語
り
の
字
起
こ
し
に
は
フ
シ
を
注

記
し
、
琵
琶
語
り
の
構
成
が
わ
か
る
よ
う
に
段
落
ご
と
に
番
号
を
付
し
た
。
こ
の
翻
字
資
料
を
見
な
が
ら
録
画
・
録
音
資
料
を
視
聴

す
る
こ
と
で
、
盲
僧
琵
琶
の
す
べ
て
の
フ
シ
と
、
琵
琶
語
り
が
生
成
す
る
仕コ

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

組
み
が
理
解
さ
れ
る
と
思
う
（
な
お
、
盲
僧
琵
琶
を
翻
字

し
た
資
料
集
は
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
録
音
を
字
起
こ
し
し
た
だ
け
で
、
フ
シ
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
フ
シ
を
度
外
視

し
て
文
句
だ
け
を
見
て
も
、
琵
琶
語
り
と
浄
瑠
璃
・
浪
花
節
の
違
い
も
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
）。

　

盲
僧
琵
琶
の
フ
シ
の
種
類
と
、
そ
の
使
わ
れ
方
、
ま
た
フ
シ
が
語
り
の
構コ

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

成
法
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
は
、
前
掲

「
座
頭
琵
琶
の
語
り
物
伝
承
に
つ
い
て
の
研
究
（
一
）（
二
）」（
そ
の
簡
易
版
は
前
掲
拙
著
『
平
家
物
語
の
歴
史
と
芸
能
』
第
三
部
、
所
収
）

で
論
じ
た
。
こ
の
論
文
に
は
、
時
と
場
所
を
変
え
て
行
わ
れ
た
山
鹿
の
「
道
成
寺
」
の
演
唱
例
一
〇
種
類
、
お
よ
び
複
数
の
伝
承
者

に
よ
る
「
あ
ぜ
か
け
姫
」
全
二
段
の
演
唱
を
比
較
し
た
対
照
表
が
付
し
て
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
語
り
の
可
変

的
な
部
分
と
、
不
可
変
の
部
分
と
を
明
示
す
る
た
め
に
作
成
し
た
対
照
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
に
よ
っ
て
、
盲
僧
琵
琶
の
物
語
伝

承
に
お
い
て
、
出
し
物
（
外げ
だ
い題
と
い
う
）
の
同
一
性
を
保
証
す
る
不
可
変
の
部
分
と
、
即
興
を
許
容
す
る
可
変
的
な
部
分
と
が
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
、
口オ

ー
ラ
ル

頭
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
基
本
的
な
問
題
（
そ
の
輪
郭
）
は
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。

四
　
座
頭
と
盲
僧
―
―
山
鹿
良
之
の
場
合

　

と
こ
ろ
で
、
筑
後
（
福
岡
県
南
部
）
の
柳
川
市
・
大
牟
田
市
・
三
池
郡
・
山
門
郡
・
八
女
郡
等
と
、
肥
後
北
部
（
熊
本
県
北
部
）
の

玉
名
郡
・
山
鹿
市
等
で
活
動
し
た
山
鹿
良
之
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
と
く
に
筑
後
に
は
、「
盲
僧
検
校
」（
山
鹿
の
用
語
で
正
規
に
得
度

し
た
天
台
宗
系
の
盲
僧
を
い
う
）
と
は
べ
つ
に
、「
門
弾
き
」（
琵
琶
の
門
付
け
）
の
み
で
渡
世
を
す
る
多
く
の
座
頭
が
い
た
と
い
う
。
ま

た
、
山
鹿
が
戦
後
二
〇
年
ほ
ど
止
住
し
た
福
岡
県
柳
川
市
両
開
の
古
老
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
山
鹿
の
よ
う
に
竈
祓
い
や
ワ
タ

マ
シ
等
の
神
事
儀
礼
を
行
う
座
頭
は
「
み
ふ
し
語
り
さ
ん
」（
み
ふ
し
は
、
御み
ふ
し節
と
も
、
ま
た
三
つ
の
声こ
わ
ね音
の
意
で
三み
ふ
し節
と
も
）
と
呼
ば
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れ
、
日
待
ち
や
月
待
ち
の
夜
籠
も
り
に
も
呼
ば
れ
る
宗
教
芸
能
者
と
し
て
、
地
域
の
な
か
で
は
一
目
置
か
れ
る
存
在
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
神
事
儀
礼
は
い
っ
さ
い
行
な
わ
ず
、
門
付
け
だ
け
で
生
き
る
物
乞
い
の
琵
琶
弾
き
座
頭
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
か

れ
ら
は
、
柳
川
周
辺
で
は
「
ど
え
も
ん
」（
語
源
は
不
詳
）
と
呼
ば
れ
、
村
人
か
ら
は
軽
侮
な
い
し
は
忌
避
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
と
い

う
が
、
そ
の
よ
う
な
門
付
け
を
生
業
と
す
る
座
頭
と
、
神
事
儀
礼
を
行
う
座
頭
・
盲
僧
が
混
在
し
た
筑
後
地
方
（
福
岡
県
南
部
）
の

状
況
は
、
し
か
し
江
戸
時
代
で
も
同
様
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

た
と
え
ば
、
久
留
米
藩
の
郡
方
下
代
豊
田
丈
助
が
残
し
た
記
録
『
公
用
見
聞
録
』（
私
家
版
が
市
販
さ
れ
る
）
に
は
、
随
所
に
「
平

家
座
頭
」「
座
頭
」
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
十
月
付
け
の
「
盲
僧
ニ
相
成
居
候
者
、
平

家
座
頭
ニ
相
成
度
願
」
等
の
文
書
が
収
め
ら
れ
る
。
そ
の
文
書
に
あ
る
「
平
家
座
頭
」
は
、
音
曲
芸
能
（
遊
芸
）
を
も
っ
ぱ
ら
と
し

た
当
道
座
配
下
の
座
頭
で
あ
る
。
当
道
座
は
、
京
都
と
江
戸
に
本
拠
の
あ
っ
た
平
家
座
頭
の
（
南
北
朝
期
以
来
の
）
支
配
組
織
で
あ
り
、

近
世
に
は
幕
府
の
後
ろ
盾
を
得
て
全
国
の
盲
人
の
一
元
的
支
配
を
め
ざ
し
た
た
め
、
九
州
地
方
で
は
寺
社
の
配
下
に
あ
っ
た
盲
僧
座

と
た
び
た
び
訴
訟
沙
汰
を
起
こ
し
て
い
た（

4
）。

　
「
平
家
座
頭
」
と
呼
ば
れ
た
当
道
座
配
下
の
九
州
の
座
頭
が
、
し
か
し
近
世
に
「
平
家
」
を
語
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
正
月

の
年
始
等
で
藩
主
の
御
前
で
演
奏
す
る
一
部
の
検
校
ク
ラ
ス
の
上
級
盲
人
は
、
武
家
の
式
楽
と
さ
れ
た
「
平
家
」
を
少
し
は
語
っ
た

ろ
う
。
だ
が
、
九
州
地
方
の
当
道
系
の
座
頭
一
般
は
、
筑
後
や
肥
後
の
座
頭
が
一
九
八
〇
年
代
ま
で
語
っ
て
い
た
「
牛
若
鞍
馬
下
り
」

「
卒
塔
婆
引
き
」「
一
の
谷
」「
小
敦
盛
」「
熊
谷
跡
目
騒
動
」「
景
清
」
な
ど
の
古
浄
瑠
璃
系
の
源
平
合
戦
物
を
語
っ
て
い
た
。
そ
れ

ら
の
源
平
物
が
、
こ
の
地
方
で
は
一
般
に
「
平
家
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
（
な
お
、
み
ぎ
の
『
公
用
見
聞
録
』
の
記
事
で
、

盲
僧
が
あ
え
て
盲
僧
行
を
や
め
て
座
頭
に
な
り
た
が
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
近
代
に
も
頻
繁
に
起
こ
っ
た
盲
僧
株
（
檀
那
場
の
縄
張
り
）
を
め

ぐ
る
争
い
が
背
景
に
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
）。

　

幼
少
期
（
四
歳
の
と
き
）
に
左
目
を
失
明
し
た
山
鹿
は
、
小
学
校
に
行
か
ず
に
新
聞
配
達
や
畑
仕
事
の
手
伝
い
を
し
て
過
ご
し
た

と
い
う
。
右
目
は
か
ろ
う
じ
て
見
え
た
の
で
、
小
学
校
に
か
よ
う
弟
か
ら
文
字
を
教
え
て
も
ら
っ
た
が
、
二
十
歳
頃
に
は
し
だ
い
に
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右
目
も
不
自
由
に
な
り
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）、
二
十
二
歳
の
と
き
に
、
知
人
の
つ
て
で
天
草
（
本
渡
）
の
座
頭
、
江
崎
初
太

郎
（
芸
名
玉
川
教
節
）
に
弟
子
入
り
し
た
。

　

師
匠
の
江
崎
教
節
は
、
筑
後
大
牟
田
の
三
井
三
池
炭
鉱
の
爆
発
事
故
で
失
明
し
、
琵
琶
弾
き
の
稼
業
に
入
っ
た
座
頭
だ
が
、
神
事

儀
礼
の
た
ぐ
い
は
行
わ
な
か
っ
た
。
肥
後
や
筑
後
の
座
頭
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
に
は
当
道
座
の
配
下
に
あ
り
、
山
鹿
良
之
が
弟
子
入

り
し
た
天
草
（
幕
府
直
轄
の
天
領
）
の
師
匠
も
、
音
曲
遊
芸
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
当
道
座
（
そ
の
末
端
）
の
系
譜
を
引
く
座
頭
だ
っ
た（

5
）。

　

山
鹿
は
弟
子
入
り
し
て
三
年
ほ
ど
で
師
匠
と
け
ん
か
別
れ
し
た
が
、
そ
の
原
因
は
、
山
鹿
が
門
付
け
の
あ
が
り
（
白
米
や
銭
）
の

全
て
を
師
匠
に
渡
さ
な
か
っ
た
、
い
や
渡
し
た
と
い
う
諍
い
だ
っ
た
。
な
お
、
近
世
の
当
道
座
の
式
目
で
は
、「
不
忠
不
義
の
輩
有

る
に
於
て
は
重
科
に
処
す
べ
き
事
」
と
あ
り
（『
当
道
新
式
目
』
元
禄
五
年
〈
一
六
九
二
〉）、
治
外
法
権
的
な
座
の
内
部
で
は
、
師
匠
に
背

い
た
座
頭
が
簀
巻
き
に
さ
れ
て
川
に
放
り
込
ま
れ
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
（
中
山
太
郎
、
注
（
4
）
の
書
）。

　

山
鹿
は
天
草
の
師
匠
の
も
と
で
門
付
け
に
必
要
な
端
唄
や
「
小
野
小
町
」
な
ど
の
短
い
段
物
を
教
え
て
も
ら
い
、「
菊
池
く
ず
れ
」

「
国
上
合
戦
」
等
の
長
い
段
物
は
、
師
匠
や
兄
弟
子
が
語
る
の
を
横
で
聞
い
て
い
て
覚
え
た
と
い
う
。
師
匠
は
「
出
し
惜
し
み
」「
教

え
惜
し
み
」
を
し
た
と
い
う
の
が
、
山
鹿
の
口
ぐ
せ
だ
っ
た
が
、
師
匠
の
「
出
し
惜
し
み
」「
教
え
惜
し
み
」
は
、
山
鹿
も
気
付
い

て
い
た
よ
う
に
、
収
入
源
で
あ
る
弟
子
を
勝
手
に
独
り
立
ち
さ
せ
な
い
た
め
の
師
匠
の
苦
肉
の
策
だ
っ
た
ろ
う
。

　

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）、
天
草
の
師
匠
と
ケ
ン
カ
別
れ
し
て
郷
里
の
玉
名
郡
大
原
村
（
現
、
南
関
町
小
原
）
に
帰
っ
た
山
鹿
は
、

村
人
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
師
匠
の
許
可
を
得
な
い
ま
ま
名
開
き
（
襲
名
披
露
）
を
し
、
み
ず
か
ら
玉
川
教
演
と
名
乗
っ
た
（
師
匠
か
ら

も
ら
っ
て
い
た
芸
名
は
教き
ょ
う
ゆ
き之）。
そ
し
て
郷
里
近
辺
の
村
々
で
門
付
け
稼
業
を
は
じ
め
た
が
、
山
鹿
の
父
親
は
、
そ
れ
を
「
乞
食
」
の

業
と
し
て
ひ
ど
く
嫌
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
実
家
を
出
た
山
鹿
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
郷
里
の
玉
名
郡
に
隣
接
す
る
筑
後

（
福
岡
県
）
の
大
牟
田
や
柳
川
周
辺
に
活
動
の
場
を
移
し
た
。

　

と
く
に
三
井
三
池
炭
鉱
の
一
大
拠
点
だ
っ
た
大
牟
田
は
、
九
州
で
も
指
折
り
の
景
気
の
よ
い
町
で
あ
り
、
炭
鉱
町
の
娯
楽
と
し
て

各
種
の
遊
芸
人
の
需
要
も
多
か
っ
た
。
遊
芸
人
仲
間
の
互
助
組
織
と
し
て
「
連
合
遊
芸
組
合
」（「
妙
音
講
」
と
も
称
し
た
）
が
あ
り
、
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山
鹿
は
そ
こ
で
、
後
述
す
る
複
数
の
女
性
（
瞽
女
や
浄
瑠
璃
語
り
）
と
知
り
合
い
、
昭
和
四
〇
年
頃
ま
で
筑
後
地
方
一
帯
と
肥
後
北
部

で
活
動
し
た
。

　

山
鹿
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
う
ち
、「
小
栗
判
官
」「
俊
徳
丸
」「
葛
の
葉
」「
隅
田
川
」「
都
合
戦
筑
紫
下
り
」
等
の
長
編
の
段
物
（
全

五
～
七
段
を
五
～
六
時
間
か
け
て
語
る
）
は
、
ど
れ
も
筑
後
の
座
頭
・
盲
僧
と
の
交
流
で
習
得
し
た
。
な
お
、
天
草
の
師
匠
が
語
っ
た

段
物
は
、
文
句
を
暗
記
し
て
語
る
の
で
い
つ
も
同
じ
だ
っ
た
と
い
う
が
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）、
大
牟
田
で
知
り
合
っ
た

座
頭
、
た
と
え
ば
、
佐
々
木
せ
ん
太
郎
（
芸
名
玉
川
教
真
）
や
森
よ
い
ち
（
玉
川
教
山
）
の
語
る
段
物
は
、
語
る
た
び
に
文
句
が
違
っ
て

い
た
と
い
う
。
山
鹿
が
習
得
し
た
語
り
口
は
、
天
草
の
師
匠
の
そ
れ
で
は
な
く
、
筑
後
で
知
り
あ
っ
た
座
頭
仲
間
か
ら
習
得
し
た
語
り

口
で
あ
り
、
と
く
に
森
よ
い
ち
（
教
山
）
か
ら
は
、「
小
栗
判
官
」「
あ
ぜ
か
け
姫
」「
俊
徳
丸
」「
一
の
谷
」
を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
筑
後
を
活
動
拠
点
と
し
て
か
ら
、
山
川
村
（
現
、
福
岡
県
み
や
ま
市
）
の
き
ょ
う
ぶ
つ
と
い
う
晴
眼
の
盲
僧
か
ら
、
ワ
タ
マ

シ
（
新
築
祝
い
）
で
唱
え
る
「
柱
立
て
」
の
祭
文
や
、
御
幣
の
切
り
方
、
供
物
の
供
え
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
ま
た
瀬
高
村
（
現
、

福
岡
県
み
や
ま
市
）
の
盲
僧
坂
本
さ
い
ち
か
ら
は
、
竈
祓
い
や
家
祓
い
に
唱
え
る
「
三
十
番
神
」「
岩
戸
開
き
」
な
ど
を
習
っ
た
。
坂

本
さ
い
ち
は
、
四
季
の
土
用
に
檀
家
の
竈
祓
い
に
ま
わ
る
天
台
宗
盲
僧
派
（
玄
清
法
流
）
の
正
規
の
盲
僧
だ
っ
た
が
、
盲
僧
が
行
う

神
事
儀
礼
の
式
次
第
や
御
幣
の
切
り
方
を
山
鹿
が
習
得
で
き
た
の
は
、
右
目
が
な
ん
と
か
見
え
た
か
ら
だ
っ
た
（
な
お
、
か
ろ
う
じ

て
見
え
る
右
目
を
紙
に
押
し
当
て
る
よ
う
に
し
て
、
山
鹿
が
器
用
に
御
幣
を
切
る
様
子
は
、
竈
祓
い
の
儀
礼
と
と
も
に
、「
盲
僧
琵
琶
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
映
像
84
・
85
に
収
録
さ
れ
る
）。

　

神
事
儀
礼
で
唱
え
る
経
文
と
そ
の
式
次
第
の
ほ
か
、
夜
籠
も
り
で
語
る
長
編
の
段
物
の
多
く
も
、
筑
後
の
盲
僧
・
座
頭
と
の
交
流

の
な
か
で
習
得
し
た
。
同
業
者
か
ら
段
物
を
教
え
て
も
ら
う
と
き
は
、
自
分
の
持
ち
ネ
タ
と
交
換
す
る
か
、
ま
た
は
金
品
を
出
し
て

教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
多
大
な
努
力
の
結
果
と
し
て
、
山
鹿
は
、
筑
後
地
方
で
い
う
「
ど
え
も
ん
」
で
は
な
く
、

「
み
ふ
し
語
り
さ
ん
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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五
　「
肥
後
琵
琶
」
の
伝
承
者
と
し
て

　

昭
和
三
〇
年
代
に
父
親
が
死
去
し
た
頃
か
ら
、
山
鹿
良
之
は
筑
後
（
柳
川
市
両
開
）
の
住
ま
い
と
肥
後
（
玉
名
郡
大
原
村
）
の
実
家

を
行
き
来
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て
実
家
で
は
、
父
が
残
し
た
わ
ず
か
な
田
畑
を
耕
す
か
た
わ
ら
、
筑
後
方
面
に
琵
琶
弾

き
と
し
て
呼
ば
れ
て
出
か
け
、
ま
た
門
付
け
に
歩
い
て
日
銭
を
稼
ぐ
な
ど
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）、
熊
本
県
の
琵

琶
弾
き
座
頭
が
「
肥
後
琵
琶
」
と
し
て
国
の
登
録
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
と
、
山
鹿
の
生
活
は
少
な
か
ら
ぬ
変
化
を
被
る
こ
と

に
な
る
。

　

国
指
定
の
無
形
文
化
財
は
、
当
該
地
域
の
教
育
・
文
化
行
政
の
担
当
部
局
に
、
文
化
財
の
保
存
活
動
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
熊
本

県
で
は
、
教
育
庁
文
化
課
の
肝
い
り
で
「
肥
後
琵
琶
保
存
会
」
が
発
足
し
、
そ
れ
ま
で
一
部
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
肥
後
琵
琶
」
の

呼
称
が
、
熊
本
県
の
文
化
財
関
係
者
の
あ
い
だ
で
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
明
治
以
降
に
盲
僧
琵
琶
を
改
良
し
て
作

ら
れ
た
筑
前
新
式
琵
琶
や
薩
摩
琵
琶
な
ら
と
も
か
く
、
九
州
一
円
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
を
、
と
く
に
肥

後
に
か
ぎ
っ
て
「
肥
後
琵
琶
」
と
呼
ぶ
の
は
、
た
ぶ
ん
に
縦
割
り
の
文
化
行
政
の
産
物
だ
ろ
う
（
な
お
、
明
治
中
期
以
降
、
全
国
的
な

人
気
を
博
し
た
筑
前
新
式
琵
琶
や
薩
摩
琵
琶
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
、
肥
後
（
熊
本
県
）
で
は
、
一
部
の
座
頭
が
み
ず
か
ら
の
琵
琶
を
「
肥
後

琵
琶
」
と
称
し
、
明
治
の
芸
能
界
に
打
っ
て
出
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
り
、
そ
れ
が
し
か
し
長
続
き
し
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
安
田
宗
生

編
「
熊
本
県
内
琵
琶
関
係
新
聞
資
料
」『
肥
後
の
琵
琶
師
』
二
〇
〇
一
年
、
参
照
）。

　

肥
後
琵
琶
保
存
会
で
は
、
と
く
に
重
要
な
三
名
の
「
肥
後
琵
琶
」
伝
承
者
の
第
一
と
し
て
、
山
鹿
良
之
を
指
定
し
た
（
ほ
か
二
名

は
、
当
時
か
な
り
高
齢
だ
っ
た
野
添
栄
喜
と
西
村
定
一
）。
そ
し
て
後
継
者
の
育
成
事
業
が
開
始
さ
れ
、
山
鹿
の
南
関
町
の
家
に
は
、
幾

人
か
の
弟
子
候
補
が
入
門
し
た
。
し
か
し
琵
琶
弾
き
座
頭
と
し
て
門
付
け
（
物
乞
い
）
に
歩
い
た
よ
う
な
盲
人
の
芸
を
、
い
ま
ど
き

の
若
者
が
継
承
す
る
な
ど
と
い
う
の
は
無
理
な
話
な
の
だ
。
保
存
会
に
よ
る
後
継
者
育
成
の
試
み
は
、
一
部
の
例
外
（
た
と
え
ば
片
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山
旭
星
氏
や
後
藤
昭
子
氏
）
を
除
い
て
、
成
果
を
あ
げ
た
と
は
い
い
が
た
い（

6
）。

　

後
継
者
の
育
成
事
業
は
と
も
か
く
、
圧
倒
的
な
語
り
の
芸
と
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
持
ち
主
だ
っ
た
山
鹿
良
之
は
、
一
九
七
〇
年
代
に

は
、
熊
本
県
で
時
の
人
の
よ
う
な
扱
い
を
う
け
、
田
辺
尚
雄
以
下
の
邦
楽
研
究
者
や
地
域
の
文
化
財
関
係
者
が
山
鹿
の
自
宅
を
訪
ね

る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
さ
い
、
山
鹿
は
あ
く
ま
で
「
肥
後
琵
琶
」
の
伝
承
者
と
し
て
、「
肥
後
琵
琶
師
」
な
い
し
は
「
肥
後
琵
琶
弾

き
」
と
い
っ
た
呼
称
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
山
鹿
が
筑
後
地
方
を
主
な
活
動
の
場
と
し
、
そ
の
語
り
芸
や
神
事
儀
礼
の
多
く
も
筑
後
の

琵
琶
弾
き
と
の
交
流
に
よ
っ
て
習
得
し
た
こ
と
は
、
な
ぜ
か
言

及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

7
）。

　

ま
た
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
九
月
、
肥
後
琵
琶
保
存

会
の
関
係
者
の
仲
介
で
、
山
鹿
は
、
福
岡
市
高
宮
に
あ
る
天
台

宗
玄
清
法
流
（
盲
僧
派
）
の
本
山
、
成
就
院
で
正
式
に
得
度
し
、

晴
れ
て
玄
清
法
流
の
「
教
師
」
に
補
任
さ
れ
た
（
得
度
の
戒
師

は
成
就
院
住
職
梶
谷
清
隆
師
、
得
度
後
の
法
名
は
芸
名
と
同
じ
教

演
）。
そ
れ
以
後
、
山
鹿
の
自
宅
入
り
口
に
は
「
天
台
宗
玄
清

法
流
／
南
関
布
教
所
」
と
い
う
看
板
が
掛
け
ら
れ
た
が
、
か
つ

て
筑
後
で
活
動
し
て
い
た
当
時
、
正
規
の
盲
僧
か
ら
経
文
や
祭

文
の
み
な
ら
ず
、
御
幣
の
切
り
方
か
ら
供
物
の
並
べ
方
ま
で
教

え
て
も
ら
っ
た
山
鹿
に
と
っ
て
、
玄
清
法
流
の
本
山
で
得
度
し

て
僧
籍
を
得
た
こ
と
は
、
か
な
り
晴
れ
が
ま
し
い
こ
と
だ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。

　

晩
年
の
山
鹿
の
演
奏
に
接
し
た
人
は
、
黒
い
法
衣
に
袈
裟
を

朝の勤行で「三十番神」等を唱える山鹿良之。正面に稲荷神の
祭壇（山鹿は頼まれると、この祭壇の前で祈祷や占いもした）、右手
は、座頭の始祖皇子の小宮太子像（山鹿のいう弁財天像）1989年
10月。
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か
け
て
演
奏
す
る
姿
を
記
憶
し
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
昭
和
三
〇
年
代
頃
の
写
真
で
見
る
山
鹿
の
出
で
立
ち
は
、
着
流
し
の
和
服

姿
か
、
正
装
す
る
と
き
も
羽
織
姿
、
あ
る
い
は
洋
服
の
背
広
姿
だ
っ
た
。

　

南
関
町
の
山
鹿
宅
の
仏
壇
脇
の
祭
壇
に
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
知
人
が
ど
こ
か
ら
か
運
ん
で
き
た
弁
財
天
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
弁
財
天
像
の
写
真
は
、
拙
著
『
琵
琶
法
師
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）
の
一
九
二
ペ
ー
ジ
に
図
版
と
し
て
掲
げ
た
が
、
そ
の

着
衣
の
両
胸
に
は
菊
の
紋
が
付
い
て
お
り
、
こ
れ
は
弁
財
天
像
と
い
う
よ
り
、
当
道
系
の
盲
人
が
祀
っ
た
座
頭
の
始
祖
皇
子
小こ

み
や宮

太た
い
し子

の
像
だ
ろ
う
。
熊
本
県
教
育
庁
の
肥
後
琵
琶
保
存
会
の
事
務
局
に
は
、
天
草
の
座
頭
野
添
栄
喜
が
持
ち
伝
え
た
当
道
座
の
由
緒

書
『
妙
音
講
縁
起
』
一
巻
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
『
縁
起
』
に
は
、
光
孝
天
皇
の
皇
子
で
生
ま
れ
な
が
ら
の
盲
目
の
小
宮
太
子

が
、
諸
国
修
行
の
す
え
に
当
道
座
の
初
代
検
校
の
城じ

ょ
う都い
ち検

校
に
な
っ
た
と
い
う
始
祖
神
話
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
由
緒
書
は
、
か
つ
て

は
年
一
回
行
わ
れ
た
当
道
座
の
年
中
儀
式
、
妙
音
講
の
席
で
読
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

8
）。

　

天
台
宗
玄
清
法
流
の
正
規
の
盲
僧
と
し
て
得
度
し
た
山
鹿
が
、
同
時
に
、
玄
清
法
流
に
と
っ
て
は
不
倶
戴
天
の
敵
と
も
い
え
る
当

道
座
の
始
祖
神
を
祭
壇
に
祀
り
、
毎
朝
の
勤
行
で
は
、
そ
の
小
宮
太
子
像
の
前
で
「
三
十
番
神
」
や
「
般
若
心
経
」
等
の
経
文
を
読

誦
し
て
い
た
（
そ
の
様
子
も
「
盲
僧
琵
琶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
映
像
87
・
88
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）。
こ
の
祭
壇
に
祀
ら
れ
た
小
宮
太
子
像
こ

そ
、
肥
後
北
部
に
生
ま
れ
育
っ
て
天
草
で
修
行
し
、
の
ち
に
筑
後
地
方
を
中
心
に
活
動
し
た
琵
琶
弾
き
の
盲
僧
・
座
頭
で
あ
る
山
鹿

良
之
の
立
ち
位
置
を
、
ま
さ
に
象
徴
す
る
存
在
だ
っ
た
。

六
　
筑
後
・
肥
後
の
盲
僧
琵
琶
―
―
高
良
大
社
蔵
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て

　

筑
前
・
筑
後
の
玄
清
法
流
の
盲
僧
と
、
肥
後
の
当
道
系
の
座
頭
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
や
や
便
宜
的
に
区
分
け
し
て
論
じ
て
き
た

が
、
そ
れ
は
両
系
統
の
盲
僧
・
座
頭
が
混
在
す
る
筑
後
（
福
岡
県
南
部
）
を
主
要
な
活
動
の
場
と
し
た
山
鹿
良
之
の
微
妙
な
立
ち
位

置
を
説
明
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
、
前
掲
『
琵
琶
法
師
』（
岩
波
新
書
）
や
『
平
家
物
語
の
歴
史
と
芸
能
』
第
二
部
で
詳
述
し
た
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よ
う
に
、
そ
ん
な
山
鹿
の
立
ち
位
置
は
、
じ
つ
は
中
世
以
前
（
一
六
世
紀
以
前
）
の
琵
琶
法
師
の
一
般
的
な
あ
り
方
で
も
あ
っ
た
。
神

事
儀
礼
を
表
芸
と
す
る
盲
僧
と
、
段
物
や
端
唄
を
生
業
と
す
る
座
頭
と
が
截
然
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
七
世
紀
の

後
半
、
九
州
北
部
（
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
豊
前
）
の
盲
僧
と
、
中
央
の
当
道
座
と
の
訴
訟
に
由
来
し
て
い
た
。

　

よ
く
知
ら
れ
る
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
の
座
頭
諍
論
で
は
、
当
道
座
側
が
西
国
の
「
地
神
経
読
座
頭
」
に
全
面
勝
訴
、
寺
社
奉

行
の
裁
定
に
よ
り
、
西
国
の
盲
僧
は
院
号
・
官
位
・
袈
裟
等
を
禁
じ
ら
れ
、
ま
た
「
胡
弓
・
三
味
線
・
筑
紫
琴
・
小
歌
・
浄
瑠
璃
等

一
切
遊
芸
」
の
渡
世
を
禁
じ
ら
れ
た
（「
延
宝
三
年
御
条
目（

9
）」）。

　

胡
弓
・
三
味
線
・
筑
紫
琴
と
と
も
に
小
歌
・
浄
瑠
璃
と
あ
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
筑
前
・
筑
後
や
肥
後
の
盲
僧
（
座
頭
）

が
伝
承
し
て
い
た
端
唄
と
段
物
を
さ
し
て
い
る
。
延
宝
二
年
の
西
国
盲
僧
と
当
道
座
の
諍
論
の
あ
と
も
、
双
方
か
ら
た
び
た
び
の
訴

状
が
江
戸
の
寺
社
奉
行
に
出
さ
れ
、
い
く
ど
か
の
曲
折
を
へ
て（

10
）、

一
八
世
紀
半
ば
に
は
、
九
州
北
部
（
現
在
の
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・

大
分
県
）
と
中
国
地
方
西
部
（
山
口
・
島
根
県
）
の
盲
僧
は
、
京
都
の
青
蓮
院
（
比
叡
山
延
暦
寺
の
門
跡
寺
院
）
配
下
の
天
台
宗
盲
僧
派

（
玄
清
法
流
）
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
筑
後
の
複
数
の
盲
僧
座
を
管
理
下
に
置
い
た
高
良
大
社
に
、『
平
家
物
語
』
の
覚
一
本
が

伝
来
し
た
こ
と
だ
。
高
良
大
社
に
覚
一
本
の
善
本
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
（
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』

一
九
一
一
年
）、
こ
の
本
の
伝
来
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
高
良
大
社
社
史
編
纂
室
長
を
務
め
た
古
賀
寿
で
あ
る
。
古
賀
は
、
高

良
大
社
本
が
、
も
と
は
京
都
曼
殊
院
の
所
蔵
で
あ
り
、
そ
れ
が
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
、
青
蓮
院
を
つ
う
じ
て
高
良
社
の
神
宮

寺
御み

い井
寺で

ら

に
下
賜
さ
れ
た
経
緯
を
「
寂

じ
ゃ
く

春し
ゅ
ん
手
控
」（
高
良
大
社
蔵
）
と
い
う
文
書
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
平
家
物
語
』
の
定
本
と
さ
れ
る
覚
一
本
は
、
室
町
時
代
を
つ
う
じ
て
「
覚
一
検
校
伝
授
之
正

し
ょ
う
ほ
ん本
」（
龍
門
文
庫
蔵
覚
一
本
、
宝
徳
四

年
〈
一
四
五
二
〉
奥
書
）
と
し
て
、
平
家
座
頭
の
あ
い
だ
で
秘
蔵
・
秘
伝
さ
れ
た
正
本
（
証
本
）
だ
が
、
そ
れ
が
一
八
世
紀
後
半
、
盲

僧
支
配
を
幕
府
に
公
認
さ
れ
た
青
蓮
院
か
ら
、
末
寺
の
御
井
寺
（
高
良
大
社
）
に
下
賜
さ
れ
た
事
実
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
盲
僧

を
管
理
し
た
寺
社
が
『
平
家
物
語
』
を
所
持
し
た
例
は
、
長
門
の
阿
弥
陀
寺
（
現
、
赤
間
神
宮
）
に
伝
来
し
た
長
門
本
を
は
じ
め
と
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し
て
、
多
く
の
事
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
じ
つ
は
比
叡
山
周
辺
で
編
纂
さ
れ
た
『
平
家
物
語
』
の
成
立
問
題
に
も
直
結

す
る
こ
と
は
、
前
掲
の
拙
著
・
拙
論
な
ど
で
く
り
返
し
述
べ
た
問
題
な
の
で
、
こ
こ
で
は
措
く
。

　

京
都
青
蓮
院
を
本
寺
と
す
る
天
台
宗
盲
僧
派
（
玄
清
法
流
）
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
九
州
北
部
の
盲
僧
に
た
い
し
て
、
九
州
南
部
（
鹿

児
島
県
の
薩
摩
・
大
隅
地
方
）
の
盲
僧
は
、
す
で
に
近
世
初
頭
か
ら
、
薩
摩
藩
の
強
力
な
統
制
下
の
も
と
、
薩
摩
日
置
（
鹿
児
島
県
日

置
市
）
の
盲
僧
寺
常じ

ょ
う
ら
く楽

院い
ん

の
配
下
と
さ
れ
、
日
向
地
方
の
盲
僧
も
（
都
み
や
こ
の
じ
ょ
う城
以
外
は
薩
摩
藩
領
で
は
な
い
が
）
常
楽
院
配
下
に
組
み
入

れ
ら
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
九
州
北
部
（
大
分
県
以
北
）
の
玄
清
法
流
と
南
部
の
常
楽
院
流
に
た
い
し
て
、
中
間
地
域
の
肥
後
（
熊
本
県
）
と
筑

後
・
筑
前
南
部
（
福
岡
県
）
に
は
、
宗
門
統
制
の
網
に
組
み
入
れ
ら
れ
な
い
座
頭
・
盲
僧
が
少
な
か
ら
ず
活
動
し
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
福
岡
県
の
郷
土
史
家
永
井
彰
子
は
、
福
岡
藩
の
在
郷
武
士
加
藤
正
房
が
記
し
た
『
正
房
日
記（

11
）』

を
も
と
に
、
延
宝
・

寛
文
頃
（
一
七
世
紀
後
半
）
の
筑
前
朝
倉
郡
（
現
・
朝
倉
市
）
の
「
座
頭
」
が
、「
小
歌
」「
浄
瑠
璃
」「
稽
」
な
ど
を
芸
と
し
て
い
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る（

12
）。「

小
歌
」
は
端
唄
で
あ
り
、「
浄
瑠
璃
」
は
段
物
で
あ
り
、「
稽
」
は
、
筑
後
や
肥
後
の
盲
僧
（
座
頭
）
が

一
九
八
〇
年
代
ま
で
伝
承
し
て
い
た
チ
ャ
リ
で
あ
る
（
滑
稽
な
祝
言
物
で
、
神
事
儀
礼
の
あ
と
、
直
会
の
余
興
の
最
後
な
ど
に
語
ら
れ
る
。

演
奏
時
間
は
一
〇
分
前
後
で
、「
酒
餅
合
戦
」「
鯛
の
婿
入
り
」「
魚
づ
く
し
」「
家
づ
く
し
」
等
々
が
あ
り
、「
盲
僧
琵
琶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
映
像

83
、
録
音
28
・
46
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
）。

　

な
お
、
九
州
地
方
の
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
段
物
演
奏
が
、
一
七
世
紀
の
史
料
で
「
浄
瑠
璃
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
付

言
し
て
お
く
。
筑
後
・
筑
前
や
肥
後
の
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
で
は
、
端
唄
や
段
物
の
演
奏
に
さ
い
し
て
、
琵
琶
を
三
味
線
ふ
う
に
本

調
子
で
調
弦
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
の
糸
に
対
し
て
二
の
糸
は
完
全
四
度
上
、
三
の
糸
は
二
の
糸
の
完
全
五
度
上
、
四
の
糸
は
三
の

糸
の
完
全
一
度
す
な
わ
ち
同
音
に
調
弦
し
て
、
実
質
的
に
は
三
絃
（
太
棹
三
味
線
）
の
本
調
子
で
あ
る
。

　

宮
崎
県
延
岡
市
の
常
楽
院
流
の
日
向
盲
僧
、
永
田
法
順
（
昭
和
一
〇
年
〈
一
九
三
五
〉
生
）
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
も
、
琵
琶
の
調

弦
は
、「
一
の
糸
が
ド
、
二
の
糸
が
フ
ァ
、
三
・
四
の
糸
が
オ
ク
タ
ー
ブ
上
の
ド
」
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
本
調
子
で
あ
る
。
本
調
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子
は
、
義
太
夫
節
や
文
弥
節
も
含
め
た
浄
瑠
璃
一
般
の
基
本
的
な
調
弦
法
で
あ
り
、
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
や
や
単
調
な
（
等
時
拍

的
な
）
語
り
の
テ
ン
ポ
・
間
合
い
は
、
変
則
的
な
義
太
夫
節
よ
り
も
文
弥
節
系
の
古
浄
瑠
璃
に
近
い
印
象
を
受
け
る
。

　

な
お
、
筑
後
・
筑
前
・
肥
後
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
に
は
、
ナ
ガ
シ
と
い
う
特
徴
的
な
フ
シ
が
用
い
ら
れ
た
。

端
唄
を
歌
う
と
き
の
詠

メ
リ
ス
マ
テ
ィ
ッ
ク

唱
的
な
旋
律
で
あ
り
、
段
物
の
語
り
だ
し
に
も
し
ば
し
ば
ナ
ガ
シ
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ナ
ガ
シ
で

歌
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
門
付
け
の
演
目
に
は
、
端
唄
の
ナ
ガ
シ
の
ほ
か
に
、
ナ
ガ
シ
で
始
ま
る
段
物
「
小
野
小
町
」「
石
童
丸
」「
あ

ぜ
か
け
姫
」
等
の
冒
頭
部
分
が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
段
物
の
ば
あ
い
、
道
行
き
や
年
月
の
経
過
な
ど
の
場
面
転
換
は
必
ず
と
い
っ

て
よ
い
ほ
ど
ナ
ガ
シ
で
歌
わ
れ
た
（
前
掲
の
「
道
成
寺
」
Ｃ
Ｄ
翻
字
や
「
俊
徳
丸
（
部
分
）」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
字
幕
の
フ
シ
注
記
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

明
治
期
に
創
始
さ
れ
た
近
代
の
筑
前
琵
琶
（
橘
旭
翁
〈
一
八
四
八
―
一
九
一
九
〉
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
、
筑
前
盲
僧
の
父
か
ら
伝
授
さ

れ
た
盲
僧
琵
琶
を
改
良
し
て
創
始
し
た
筑
前
新
式
琵
琶
で
あ
り
、
現
在
も
九
州
北
部
を
中
心
に
広
く
行
わ
れ
る
）
で
は
、
ナ
ガ
シ
は
い
ま
も

聞
か
せ
ど
こ
ろ
で
使
わ
れ
る
重
要
な
フ
シ
で
あ
る
。
そ
れ
は
浄
瑠
璃
や
浪
花
節
に
は
み
ら
れ
な
い
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
独
自
の
特
徴

的
な
フ
シ
と
い
え
る
。

　

盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
語
り
を
、
ほ
か
の
語
り
芸
か
ら
区
別
す
る
指
標
が
ナ
ガ
シ
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
盲
僧
琵
琶
の
翻
字
資
料

集
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
語
り
の
文
句
を
字
起
こ
し
し
た
だ
け
で
フ
シ
を
明
記
し
な
け
れ
ば
、
盲
僧
琵
琶
と
浄
瑠
璃
・
浪

花
節
の
区
別
も
消
え
失
せ
て
し
ま
う
（
昭
和
三
〇
年
代
に
山
鹿
良
之
の
演
奏
を
聴
い
た
あ
る
高
名
な
国
文
学
者
（
平
家
物
語
研
究
者
で
も
あ

る
）
は
、
山
鹿
の
演
奏
を
聴
い
て
、
ま
っ
た
く
浪
花
節
の
よ
う
だ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
浪
花
節
を
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
、
山
鹿
の

演
奏
が
浪
花
節
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
こ
と
は
容
易
に
わ
か
る
は
ず
な
の
だ
）。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
七
〇
年
代
に
熊
本
県
立
盲
学
校
の
校
長
を
務
め
た
平
川
穆
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
熊
本
県
の
座
頭
（
盲
僧
）
琵
琶

奏
者
（
琵
琶
弾
き
を
職
業
と
し
た
者
）
は
、
一
九
七
八
年
の
調
査
時
点
で
十
二
名
が
健
在
だ
っ
た
と
い
う（

13
）。

そ
の
後
、
五
年
た
ら
ず
の

あ
い
だ
に
半
数
以
下
と
な
り
、
わ
た
し
が
調
査
し
た
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
段
物
や
端
唄
を
演
唱
し
う
る
座
頭
（
盲
僧
）
と
し
て
は
、

山
鹿
良
之
（
一
九
〇
一
年
生
、
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町
）、
田
中
藤
後
（
一
九
〇
六
年
生
、
山
鹿
市
）、
橋
口
桂
介
（
一
九
一
五
生
、
熊
本
市
）、
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大
川
進
（
一
九
一
八
生
、
鹿
児
島
県
出
水
市
）
の
四
名
が
健
在
で
あ
り
、
ま
た
晴
眼
盲
僧
で
は
、
筑
前
南
部
の
森
田
勝し

ょ
う
じ
ょ
う

浄
（
一
九
〇
一

年
生
、
福
岡
県
甘
木
市
）
が
健
在
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
伝
承
者
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文
「
座
頭
（
盲

僧
）
琵
琶
の
語
り
物
伝
承
に
つ
い
て
の
研
究
（
一
）～（
三
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

七
　
文
字
と
語
り
―
―「
平
家
」
語
り
と
「
平
曲0

」
の
問
題

　

な
お
、
上
記
の
琵
琶
語
り
伝
承
者
の
う
ち
、
父
親
の
盲
僧
行
を
継
い
だ
晴
眼
盲
僧
の
森
田
勝
浄
、
そ
の
同
輩
の
国
武
諦た

い
じ
ょ
う浄は
、
琵

琶
語
り
を
習
得
す
る
便
宜
と
し
て
、
父
親
の
口
述
を
文
字
に
起
こ
し
、
そ
れ
に
フ
シ
を
記
し
た
台
本
を
書
き
残
し
て
い
た
。
そ
れ
ら

の
琵
琶
語
り
台
本
が
作
ら
れ
た
経
緯
と
、
台
本
化
に
と
も
な
う
語
り
の
変
質
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
く
。
台
本
が
作
ら
れ
た
経

緯
を
知
ら
ず
に
、
た
と
え
ば
、『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　

第
十
七
巻
』
等
に
翻
刻
・
収
録
さ
れ
た
森
田
勝
浄
や
国
武
諦
浄
の
作

成
し
た
台
本
を
見
る
人
は
、
語
り
と
文
字
テ
ク
ス
ト
と
の
関

係
に
つ
い
て
、
あ
ら
ぬ
誤
解
を
い
だ
く
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

な
お
、
語
り
と
文
字
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
の
問
題
は
、『
平

家
物
語
』
の
現
存
本
文
（
と
く
に
覚
一
本
以
下
の
当
道
座
の
正
本

系
統
の
本
文
）
と
「
平
家
」
語
り
と
の
関
係
、
ま
た
近
世
に
作

ら
れ
た
『
平
家
正ま

節ぶ
し

』
等
の
譜
本
（
節
付
け
台
本
）
と
、
近
世

に
式
楽
化
さ
れ
た
平
曲0

と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
も
、
き

わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
（
前
掲
『
平
家
物
語
の
歴
史
と
芸

能
』
第
一
部
、
詳
細
は
「
座
頭
（
盲
僧
）
琵
琶
の
語
り
物
伝
承
に

つ
い
て
の
研
究
（
三
）―
―
文
字
テ
ク
ス
ト
の
成
立
と
語
り
の
変

福岡県朝倉郡の盲僧、礼楽坊国武諦浄
の祭壇に祀られていた三宝荒神像。
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質
」、
参
照
）。

　

筑
前
朝
倉
郡
の
盲
僧
森
田
勝
浄
（
明
治
三
四
年
〈
一
九
九
一
〉
生
）
は
、
父
親
の
森
田
順
光
（
盲
人
）
が
盲
僧
寺
（
宝
山
院
と
い
う
が
、

家
構
え
は
通
常
の
民
家
と
変
わ
ら
な
い
）
の
住
持
で
あ
り
、
跡
継
ぎ
が
い
な
い
た
め
、
父
の
跡
（
盲
僧
株
）
を
継
い
だ
晴
眼
盲
僧
だ
っ

た
。
筑
前
や
筑
後
に
は
、
こ
う
し
た
晴
眼
の
盲
僧
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
森
田
勝
浄
の
同
輩
の
国
武
諦
浄
（
朝
倉
郡
上
寺
、
生
年
は
森

田
と
同
じ
）
も
、
父
礼
浄
の
盲
僧
寺
（
礼
楽
坊
と
い
う
が
家
構
え
は
一
般
農
家
と
同
じ
）
を
継
い
だ
晴
眼
盲
僧
だ
っ
た
。

　

か
れ
ら
の
父
親
の
森
田
順
光
や
国
武
礼
浄
の
段
物
演
奏
は
、
語
る
た
び
に
文
句
が
違
っ
て
い
た
と
い
う
。
山
鹿
良
之
に
多
く
の
段

物
を
教
え
た
筑
後
の
座
頭
、
佐
々
木
せ
ん
太
郎
や
森
よ
い
ち
（
い
ず
れ
も
盲
人
）
と
同
様
の
口オ

ー
ラ
ル

頭
的
な
語
り
口
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
文

字
を
媒
介
し
な
い
そ
の
よ
う
な
不
定
形
な
語
り
を
、
こ
と
ば
を
視
覚
化
（
文
字
化
）
す
る
の
に
慣
れ
た
健
常
者
が
習
得
す
る
の
は
ほ

ぼ
不
可
能
な
の
だ
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
炭
鉱
事
故
で
失
明
し
て
琵
琶
弾
き
稼
業
に
入
っ
た
江
崎
教
節
（
山
鹿
の
師
匠
）
が
、
暗
誦

し
た
同
じ
文
句
ば
か
り
を
語
っ
て
い
た
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
肥
後
琵
琶
保
存
会
が
育
成
を
試
み
た
後
継
者
た
ち
が
、
山

鹿
良
之
の
口オ

ー
ラ
ル

頭
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
つ
い
に
習
得
で
き
な
か
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

山
鹿
の
段
物
演
奏
の
口オ

ー
ラ
ル
・
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

頭
的
構
成
法
に
つ
い
て
は
、
山
鹿
の
複
数
回
の
演
唱
と
、
数
人
の
座
頭
琵
琶
奏
者
の
演
唱
を
比
較
し
な
が

ら
、
わ
た
く
し
な
り
の
分
析
結
果
を
、
前
掲
「
座
頭
（
盲
僧
）
の
語
り
物
伝
承
に
つ
い
て
の
研
究
（
一
）（
二
）」（
簡
易
版
は
『
平
家
物

語
の
歴
史
と
芸
能
』
第
三
部
）
に
論
じ
て
お
い
た
が
、
か
つ
て
の
筑
前
盲
僧
の
（
国
武
や
森
田
の
父
親
の
代
ま
で
の
）
オ
ー
ラ
ル
な
段
物

演
奏
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
父
親
の
盲
僧
行
を
継
い
だ
国
武
諦
浄
と
森
田
勝
浄
は
、
晴
眼
者
ゆ
え
に
父
親
（
盲
人
）
の
口オ

ー
ラ
ル

頭
的
な
語
り
を
修
得
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
こ
で
両
人
は
、
修
行
を
は
じ
め
た
大
正
初
年
か
ら
、
段
物
の
文
句
を
師
匠
（
父
親
）
に
一
句
一
句
語
っ
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
書
き
写
し
て
フ
シ
付
け
と
と
も
に
暗
誦
し
た
と
い
う
。
琵
琶
語
り
の
フ
シ
付
け
台
本
が
作
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
う

し
た
修
得
法
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
父
親
の
盲
僧
行
を
継
ぎ
、
近
代
の
筑
前
琵
琶
を
創
始
し
た
橘
旭
翁
も
同
様
だ
っ
た
ろ
う
（
そ
れ

は
橘
旭
翁
の
始
め
た
筑
前
新
式
琵
琶
が
、
琵
琶
語
り
で
は
な
く
琵
琶
歌0

と
称
し
た
理
由
で
も
あ
る
）。
そ
し
て
似
た
よ
う
な
語
り
の
変
質
は
、
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平
家
座
頭
（
琵
琶
法
師
）
の
語
り
を
台
本
（
譜
本
）
化
し
た
近
世
の
「
平
曲0

」
に
も

起
き
た
の
だ
。『
平
家
正
節
』
以
下
の
譜
本
化
さ
れ
た
近
世
平
曲
が
、
中
世
の
「
平

家
」
語
り

0

0

と
は
お
よ
そ
似
て
非
な
る
も
の
に
な
り
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
わ
た

し
が
繰
り
返
し
（
多
く
の
伝
統
邦
楽
研
究
者
の
反
発
を
承
知
で
）
論
じ
て
き
た
こ
と
で

も
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
幕
府
の
式
楽
と
さ
れ
た
「
平
曲0

」
は
、
武
家
や
文
人
の
愛
好
家
（
晴

眼
者
）
の
需
要
に
こ
た
え
る
か
た
ち
で
数
多
く
の
譜
本
（
台
本
）
が
つ
く
ら
れ
た
。

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
伝
統
邦
楽
と
し
て
の
「
平
曲
」
の
固
定
し
た
語
り
口
も
成

立
す
る
。
そ
の
よ
う
な
近
世
平
曲
の
あ
り
方
を
、
中
世
の
「
平
家
」
に
ま
で
遡
ら

せ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
語
り
の
台
本
化
・
譜
本
化
に
と
も
な
う

「
平
曲0

」
の
変
質
の
問
題
は
、
盲
僧
琵
琶
か
ら
近
代
琵
琶
楽
の
筑
前
琵
琶
が
成
立
し

た
経
緯
と
ま
さ
に
相
似
形
を
な
し
て
い
る
（
前
掲
「
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
語
り
物
伝

承
の
研
究
（
三
）―
―
文
字
テ
ク
ス
ト
の
成
立
と
語
り
の
変
質
」）。

　

父
親
の
盲
僧
行
を
継
い
だ
国
武
諦
浄
や
森
田
順
光
が
制
作
し
た
台
本
の
い
く
つ

か
は
、
現
在
、
そ
の
一
部
（
原
本
で
は
な
く
コ
ピ
ー
）
が
福
岡
県
立
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
が
、
五
来
重
に
よ
っ
て
（
か
な
り
ラ
ン
ダ
ム
な
か
た
ち
で
）

『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　

第
十
七
巻
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
フ
シ
付
け
注
記
に
少
な
か
ら
ぬ
遺
漏

の
あ
る
翻
刻
で
あ
り
、
筑
前
・
筑
後
の
盲
僧
琵
琶
の
語
り
の
実
態
を
知
る
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
資
料
集
で
あ
る
。
な
お
、
わ
た
し
が

写
真
や
コ
ピ
ー
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
筑
前
盲
僧
琵
琶
台
本
の
全
貌
と
、
そ
れ
ら
が
制
作
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
論
文

「
座
頭
（
盲
僧
）
琵
琶
の
語
り
物
伝
承
に
つ
い
て
の
研
究
（
三
）」
に
詳
述
し
て
お
い
た
。

国武諦浄（晴眼盲僧）が大正五年（1916）に作成した琵琶語り台本
の一部。右から「山崎三左」「小野小町」「あぜかけ姫」。
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八
　
最
後
の
琵
琶
法
師
、
山
鹿
良
之

　

以
上
述
べ
て
き
た
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
伝
承
者
の
な
か
で
、
圧
倒
的
な
量
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら

琵
琶
語
り
を
生
業
と
し
て
、
九
〇
年
余
り
の
生
涯
を
生
き
た
山
鹿
良
之
だ
っ
た
。
山
鹿
以
外
の
琵
琶
弾
き
座
頭
の
多
く
は
、
ラ
ジ
オ

等
の
普
及
で
琵
琶
語
り
を
生
業
と
す
る
の
が
困
難
と
な
り
、
戦
後
ま
も
な
く
按
摩
鍼
灸
業
な
ど
に
転
業
し
て
い
た
。

　

ま
た
山
鹿
は
、
ほ
か
の
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
奏
者
と
ち
が
っ
て
、
同
じ
芸
人
仲
間
の
瞽
女
を
伴
侶
と
し
て
い
た
点
で
も
、
近
世
以

前
の
座
頭
・
盲
僧
の
あ
り
方
を
う
か
が
わ
せ
た
。
山
鹿
の
伴
侶
や
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
は
、
や
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題

に
立
ち
入
る
た
め
、
山
鹿
の
存
命
中
に
書
い
た
わ
た
し
の
論
文
で
は
ふ
れ
る
の
を
控
え
た
が
、
こ
こ
で
は
補
足
的
に
そ
の
概
略
だ
け

を
述
べ
て
お
く
。

　

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）、
天
草
の
師
匠
と
ケ
ン
カ
別
れ
し
た
山
鹿
は
、
二
十
四
歳
の
と
き
郷
里
の
玉
名
郡
大
原
村
（
現
、
南
関

町
小
原
）
に
帰
っ
た
が
、
山
鹿
の
父
親
は
息
子
が
近
隣
で
門
付
け
に
歩
く
の
を
嫌
っ
た
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
三
池
炭
鉱
の
あ
る
筑
後
の
大
牟
田
に
活
動
の
場
を
も
と
め
た
。
そ
し
て
大
牟
田
の
芸
人
の
寄
合
組
織
、「
連
合
遊
芸

組
合
」（
一
種
の
妙
音
講
）
に
入
っ
た
が
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
最
初
の
伴
侶
が
、
イ
ネ
さ
ん
と
い
う
盲
目
の
三
味
線
弾
き
の
瞽
女
だ
っ
た
。

　

イ
ネ
さ
ん
と
の
あ
い
だ
に
五
人
の
子
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
四
人
（
名
前
は
ヒ
デ
オ
、
ト
シ
チ
カ
、
ヒ
ロ
エ
、
ヨ
シ
ヒ
ロ
）
は
幼

少
期
に
死
ん
で
し
ま
い
、
一
人
は
成
人
し
て
名
古
屋
に
働
き
に
出
た
が
（
名
前
は
ノ
リ
オ
さ
ん
）、
二
十
歳
過
ぎ
た
頃
に
病
で
死
ん
だ

と
い
う
。
な
お
、
幼
少
期
に
死
ん
だ
子
の
一
人
は
、
遊
ん
で
い
て
柿
の
木
か
ら
落
ち
て
骨
折
し
、
病
院
に
連
れ
て
い
く
金
が
な
く
て

家
で
寝
か
せ
て
お
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。
子
ど
も
た
ち
の
名
前
と
そ
れ
ぞ
れ
の
死
ん
だ
経
緯
に
つ
い
て
は
、

山
鹿
宅
に
泊
ま
っ
た
と
き
（
延
べ
日
数
に
し
た
ら
百
日
以
上
は
泊
め
て
も
ら
っ
た
）、
夜
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
虚

実
皮
膜
の
よ
う
な
問
わ
ず
語
り
を
し
な
が
ら
山
鹿
は
涙
を
流
し
て
い
た
。
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そ
の
一
人
目
の
伴
侶
の
瞽
女
、
イ
ネ
さ
ん
が
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
二
人
目
の
マ
ツ
エ
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
た
。
こ
の
人
は
目
明
き
の
女
浄
瑠
璃
語
り
で
、
男
の
子
が
一
人
生
ま
れ
た
が
、
マ
ツ
エ
さ
ん
は
夜
逃
げ
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て
マ
ツ
エ
さ
ん
が
失
踪
し
た
後
、
三
人
目
は
瞽
女
の
ミ
ツ
エ
さ
ん
で
、
そ
の
ミ
ツ
エ
さ
ん
は
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
に

死
去
し
た
。
そ
し
て
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
か
ら
一
緒
に
な
っ
た
の
が
、
最
後
の
四
人
目
の
伴
侶
、
瞽
女
の
ミ
サ
オ
さ
ん
で
あ

る
。

　

ミ
サ
オ
さ
ん
は
わ
た
し
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
一
九
八
六
年
に
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
人
の
三
味
線

や
唄
を
わ
た
し
は
つ
い
に
一
度
も
聴
い
て
い
な
い
。
筑
後
や
肥
後
に
は
、
か
つ
て
瞽
女
の
三
味
線
弾
き
が
数
多
く
い
た
が
、
こ
れ
ら

九
州
の
瞽
女
が
伝
承
し
た
唄
や
語
り
物
の
録
音
・
映
像
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
、
い
ま
は
ど
こ
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
琵
琶
語
り
一
筋
に
生
き
た
山
鹿
良
之
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
お
び
た
だ
し
い
量
の
段
物
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

持
っ
て
い
た
。
わ
た
し
が
題
名
を
聞
き
出
せ
た
も
の
だ
け
で
も
、
五
〇
演
目
ほ
ど
あ
る
。
演
目
（
外
題
）
の
詳
細
は
、
前
掲
『
平
家

物
語
の
歴
史
と
芸
能
』
第
三
部
に
可
能
な
か
ぎ
り
列
挙
し
て
お
い
た
が
、
演
目
に
話
を
向
け
る
と
、
あ
あ
、
こ
れ
も
語
っ
た
、
あ
ん

な
の
も
語
っ
た
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
て
く
る
具
合
で
、
か
な
り
根
掘
り
葉
掘
り
聞
き
出
し
た
つ
も
り
で
も
、
け
っ
き
ょ
く
わ
た
し
に

も
、
つ
い
に
山
鹿
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
全
貌
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
次
第
で
、
盲
僧
（
座
頭
）
琵
琶
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
現
場
で
、
ま
た
過
去
の
録
音
資
料
を
と
お
し
て
、
わ
た
し

は
幾
人
も
の
伝
承
者
の
演
奏
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
琵
琶
語
り
演
奏
の
な
か
で
も
、
山
鹿
良
之
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
格
別
だ
っ
た
。
山
鹿
の
多
難
な
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
、
か
れ
の
語
る
「
小
栗
判
官
」
や
「
俊
徳
丸
」
の
物
語
と
重
な
り
あ
う
。

そ
し
て
六
時
間
前
後
を
か
け
て
語
ら
れ
る
そ
の
琵
琶
語
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
と
お
し
て
、
ま
さ
に
小
栗
や
俊
徳
が
復
活
・
転
生

す
る
そ
の
現
場
に
立
ち
会
う
よ
う
な
、
異
様
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

　

山
鹿
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
全
貌
の
つ
か
み
に
く
さ
は
、
そ
の
口オ

ー
ラ
ル

頭
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
あ
り
方
と
も
関
連
し
て
、
文
字
と
い

う
視
覚
媒
体
（
語
り
の
時
間

0

0

を
空
間
化

0

0

0

し
て
し
ま
う
媒
体
）
に
慣
れ
た
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
絶
対
的
な
他
者
と
も
い
え
る
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盲
僧
（
琵
琶
法
師
）
と
い
う
存
在
の
本
質
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
山
鹿
と
の
十
余
年
の
付
き
合
い
は
、
文
学
研
究
者
と
し
て
の

わ
た
し
の
存
在
を
根
底
か
ら
襲
い
揺
る
が
す
よ
う
な
体
験
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
ん
な
わ
た
し
の
琵
琶
法
師
（
盲
僧
・
座
頭
）
論
は
、『
琵

琶
法
師
』（
岩
波
新
書
）、『
平
家
物
語
の
読
み
方
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
等
に
書
い
て
き
た
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）　

兵
藤
「
中
世
神
話
と
諸
職
」、『
平
家
物
語
の
歴
史
と
芸
能
』
第
二
部
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
2
）　

兵
藤
「
当
道
祖
神
伝
承
考
」、
注
（
1
）
の
書
、
第
二
部
所
収
。

（
3
）　

兵
藤
「
座
頭
（
盲
僧
）
琵
琶
の
語
り
物
伝
承
の
研
究
（
一
）（
二
）」『
埼
玉
大
学
紀
要
・
教
養
学
部　

第
二
六
・
二
八
巻
』
一
九
九
〇
―

九
二
年
、「
同
（
三
）」『
成
城
国
文
学
論
集　

第
二
六
輯
』
一
九
九
九
年
。
ど
れ
も
か
な
り
長
大
な
論
文
だ
が
、
こ
の
う
ち
（
一
）（
二
）

だ
け
を
簡
易
化
し
た
文
章
を
、『
平
家
物
語
の
歴
史
と
芸
能
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
第
三
部
に
収
録
し
た
。

（
4
）　

中
山
太
郎
『
日
本
盲
人
史
』
昭
和
書
房
、
一
九
三
四
年
、
加
藤
康
昭
『
日
本
盲
人
社
会
史
研
究
』
未
来
社
、
一
九
七
四
年
、
な
ど
。

（
5
）
天
草
に
は
、
幕
末
ま
で
当
道
座
内
の
実
効
的
な
支
配
組
織
で
あ
る
「
組
」
が
、
天
草
上
組
・
中
組
・
下
組
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
流
れ

は
、
明
治
維
新
後
に
当
道
座
が
廃
止
さ
れ
た
あ
と
も
、「
家け

」
な
い
し
は
「
派
家
」
と
し
て
存
続
し
て
い
た
。
―
―
兵
藤
『
声
の
国
民
国

家
』
第
六
章
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
。
前
掲
兵
藤
「
座
頭
（
盲
僧
）
琵
琶
の
語
り
物
伝
承
に
つ
い
て
の
研
究
（
二
）」。

（
6
）　

な
お
、
薩
摩
琵
琶
奏
者
の
後
藤
幸
浩
は
、
山
鹿
か
ら
じ
か
に
琵
琶
語
り
を
習
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
山
鹿
宅
を
数
回
訪
ね
て
お
り
、

ま
た
わ
た
し
が
企
画
し
た
琵
琶
の
演
奏
会
に
も
何
回
か
出
演
し
て
く
れ
た
。
そ
の
演
奏
を
聴
い
た
友
人
の
比
較
文
学
者
、
西
成
彦
氏
は
、

ジ
ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
の
よ
う
だ
と
感
嘆
し
て
い
た
が
、
た
し
か
に
後
藤
の
演
奏
は
、
往
年
の
山
鹿
が
時
折
手
す
さ
び
に
弾
い
た
イ

ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
の
超
絶
技
巧
を
想
わ
せ
た
。
後
藤
は
、
二
〇
二
二
年
に
全
国
公
開
さ
れ
た
ア
ニ
メ
映
画
『
犬
王
』（
異
端
の
琵
琶

法
師
と
能
楽
師
を
主
人
公
に
し
た
物
語
）
で
、
琵
琶
を
メ
イ
ン
と
す
る
音
楽
を
担
当
し
た
が
、
こ
の
映
画
は
そ
の
年
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
盲
僧
系
の
琵
琶
の
可
能
性
を
、
現
代
に
蘇
ら
せ
つ
つ
あ
る
琵
琶
芸
人
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と
い
っ
て
よ
い
。

（
7
）　

筑
後
（
福
岡
県
南
部
）
と
山
鹿
良
之
と
の
関
わ
り
の
深
さ
に
（
例
外
的
に
）
言
及
し
て
い
る
調
査
報
告
と
し
て
、
何
真
智
子
「
肥
後
琵
琶

採
訪
録
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第
一
三
号
、
一
九
七
二
年
）
が
あ
る
。

（
8
）　

一
七
世
紀
末
に
江
戸
の
当
道
座
で
作
ら
れ
た
『
妙
音
講
縁
起
』
が
、
全
国
の
当
道
座
配
下
の
座
元
に
配
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
注

（
2
）
の
論
文
に
詳
述
し
た
。

（
9
）　

中
山
太
郎
、
注
（
4
）
の
書
、
参
照
。

（
10
）　

加
藤
康
昭
、
注
（
4
）
の
書
、
参
照
。

（
11
）　

延
宝
三
年
か
ら
元
禄
二
年
（
一
六
七
五
～
八
九
）
に
、
筑
前
三
奈
木
村
（
現
朝
倉
市
三
奈
木
）
の
郷
士
、
加
藤
正
房
が
記
し
た
日
記
。『
甘

木
市
史
史
料
・
近
世
編
』
一
九
八
五
年
、
所
収
。

（
12
）　

永
井
「
福
岡
藩
領
に
お
け
る
近
世
盲
人
芸
能
の
展
開
」『
福
岡
県
史　

近
世
研
究
編
・
福
岡
藩
四
』
一
九
八
三
年
。

（
13
）　

平
川
穆
「
肥
後
琵
琶
調
査
の
経
過
」『
肥
後
琵
琶
便
り
』
第
十
二
～
十
三
号
、
一
九
七
八
―
七
九
年
。

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
所
蔵
「
盲
僧
琵
琶
の
語
り
物
・
兵
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
一
覧
リ
ス
ト
）

　

一
九
八
二
年
か
ら
九
〇
年
代
は
じ
め
に
、
わ
た
し
（
兵
藤
）
が
収
録
・
収
集
し
た
盲
僧
琵
琶
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
映
像
資
料
と
録
音
資

料
）
の
リ
ス
ト
を
掲
載
す
る
。

　

本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
が
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
現
場
に
一
人
で
持
ち
運
び
可
能
な
ビ
デ
オ
機
器
を
持
参
し
、
盲
僧
（
座

頭
）
琵
琶
の
演
奏
映
像
を
収
録
し
た
の
は
一
九
八
八
年
か
ら
で
あ
る
（
八
〇
年
代
に
は
、
わ
た
し
は
東
北
地
方
の
祭
文
語
り
の
芸
人
（
祭

文
太
夫
）
が
伝
承
し
た
デ
ロ
レ
ン
祭
文
も
数
多
く
録
音
・
録
画
し
て
い
る
が
、
ビ
デ
オ
に
録
画
し
た
の
は
や
は
り
八
八
年
か
ら
だ
っ
た
）。

　

そ
の
た
め
、
映
像
資
料
は
、
山
鹿
の
琵
琶
語
り
奏
者
と
し
て
の
最
晩
年
の
も
の
し
か
な
い
。
一
九
九
〇
年
頃
ま
で
は
、
調
子
の
よ

い
と
き
は
、
か
な
り
見
事
な
演
奏
が
行
わ
れ
た
が
、
た
ま
に
手
が
し
び
れ
て
動
か
な
い
と
き
は
、
調
弦
が
う
ま
く
い
か
ず
、
バ
チ
さ

ば
き
も
不
如
意
と
い
う
と
き
が
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
頃
に
は
、
琵
琶
演
奏
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
コ
ト
バ
（
コ
ト
バ
ブ
シ
）
だ
け
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で
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。

　

ま
た
録
音
資
料
は
、
わ
た
し
自
身
で
録
音
し
た
も
の
の
ほ
か
に
、
お
借
り
し
テ
ー
プ
を
ダ
ヴ
ィ
ン
グ
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

と
く
に
数
多
く
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
お
借
り
し
た
の
は
、
大
牟
田
市
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
宮
川
光
義
さ
ん
（
本
業
は
大
牟
田
駅
前
の

ラ
ー
メ
ン
店
主
）、
荒
尾
市
役
所
勤
務
で
山
鹿
さ
ん
に
し
ば
ら
く
琵
琶
を
習
っ
て
い
た
西
さ
ん
、
同
じ
く
山
鹿
さ
ん
に
つ
い
て
琵
琶
を

学
ん
で
い
た
熊
本
市
の
中
学
校
教
員
だ
っ
た
後
藤
昭
子
さ
ん
で
あ
り
、
ま
た
、
公
立
機
関
と
し
て
は
、
熊
本
市
立
博
物
館
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
宮
川
氏
や
西
氏
が
所
持
し
て
い
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
り
、
わ
た
し
が
ダ
ヴ
ィ
ン
グ
し
て
保

管
し
て
お
い
た
意
味
で
「
兵
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、
映
像
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
で
二
〇
一
七
年
度
に
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
録
音
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
そ
の
リ
ス
ト
作
成
は
、
学
振
の
外
国
人
特
別
研
究
員
と
し
て
二
〇
一
九
年
度
に
学
習
院

大
学
に
在
籍
し
た
サ
イ
ダ
・
ハ
ル
ミ
ル
ザ
エ
ヴ
ァ
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
ハ
ル
ミ
ル
ザ
エ
ヴ
ァ
さ
ん
と
、
民
俗
学
研
究
所
の
職
員
、

林
洋
平
さ
ん
の
ご
尽
力
に
は
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。

学
習
院
大
学
名
誉
教
授

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
研
究
員

（

）
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《映像》　盲僧琵琶の語り物・兵藤コレクション
番号 演目 撮影日 撮影場所 記録媒体 録音者 備考
 1 あぜかけ姫初段 1990,3,12 山鹿宅（南関町小原） Hi8 兵藤裕己撮影
 2 あぜかけ姫二段 1990,3,12 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
 3 あぜかけ姫前席 1989,3,17 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
 4 あぜかけ姫二席 1989,3,17 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
 5 橋口桂介、あぜかけ姫初段・二段 1991,4,9 橋口宅 Hi8 兵藤裕己撮影
 6 あぜかけ姫初段・二段 1991,4,10 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
 7 あぜかけ姫全 1992,4,10 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
 8 石童丸 1989,3,16 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
 9 石童丸 1989,4,8 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
10 石童丸、端唄「梅は匂ひで」 1991,8,1 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
11 一の谷・初段 1991,11,30 荒尾市東宮内公民館 Hi8 兵藤裕己撮影
12 一の谷・二段 1991,11,30 荒尾市東宮内公民館 Hi8 兵藤裕己撮影
13 小栗判官初段 1989,3,15 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
14 小栗判官二段 1989,3,17 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
15 小栗判官三段 1989,3,17 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
16 小栗判官初段 1990,5,2 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
17 小栗判官二段 1990,5,3 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
18 小栗判官三段 1990,5,3 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
19 小栗判官四段 1990,5,5 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
20 小栗判官五段 1990,5,5 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
21 小栗判官六段 1990,5,6 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
22 小栗判官七段 1990,5,6 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
23 小栗判官初段 1990,9,13 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
24 小栗判官二段 1990,9,13 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
25 小栗判官三段 1990,9,13 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
26 小栗判官四段 1990,9,14 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
27 小栗判官五段 1990,9,14 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
28 小栗判官六段 1990,9,14 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
29 小栗判官初段・二段 1991,1,21 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
30 小栗判官三段 1991,1,22 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
31 小栗判官四段 1991,1,22 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
32 小栗判官五段・六段 1991,1,23 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
33 小栗判官初段二段 1991,11,29 山鹿市八千代座 Hi8 兵藤裕己撮影
34 小栗判官三段 1991,12,1 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影

35 小栗判官四段 1991,12,1 柳川市崩道若宮神社（夜
籠もり）

Hi8 兵藤裕己撮影

36 小栗判官五段 1991,12,1 柳川市崩道若宮神社（夜
籠もり）

Hi8 兵藤裕己撮影

37 小栗判官六段（かまど祓い直会） 1991,12,2 刀塚さん宅かまど（南関
町）

Hi8 兵藤裕己撮影

38 かまど祓い、小栗判官六段末尾 1991,12,2 刀塚さん宅かまど（南関
町）

Hi8 兵藤裕己撮影

39 小野小町全、端唄「ぎにあらたま」 1990,12,20 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
40 葛の葉初段、石童丸（冒頭） 1989,10,12 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
41 石童丸（途中から） 1989,10,13 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
42 葛の葉二段 1989,10,14 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
43 葛の葉三段 1989,10,15 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
44 葛の葉四段 1989,10,15 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
45 葛の葉初段 1991,9,12 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
46 葛の葉二段 1991,9,12 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
47 葛の葉三段 1991,9,13 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
48 葛の葉四段 1991,9,13 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
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49 橋口桂介・葛の葉初段・二段、荒
神祓い 1991,11,17 橋口宅（熊本市本町） Hi8 兵藤裕己撮影

50 鞍馬下り初段 1991,10,14 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
51 鞍馬下り二段 1991,10,14 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
52 鞍馬下り三段 1991,10,15 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
53 鞍馬下り四段、端唄「木綿車」 1991,10,15 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
54 俊徳丸初段～ 1988,9,18 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
55 俊徳丸初段・二段 1988,9,18 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
56 俊徳丸初段～二段 1988,9,18 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
57 俊徳丸初段 1990,3,13 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
58 俊徳丸二段 1990,3,13 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
59 俊徳丸三段 1990,3,14 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
60 俊徳丸三段（語り直し） 1990,3,16 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
61 俊徳丸四段 1990,3,12 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
62 俊徳丸五段 1990,3,15 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
63 俊徳丸六段・七段 1990,3,15 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
64 俊徳丸初段 1991,4,11 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
65 俊徳丸二段 1991,4,11 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
66 俊徳丸三段 1991,4,12 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
67 俊徳丸四段 1991,4,12 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
68 俊徳丸五段・六段 1991,4,12 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
69 隅田川初段 1992,1,19 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
70 隅田川二段 1992,1,19 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
71 隅田川三段・四段 1992,1,20 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
72 卒塔婆引き初段 1991,11,18 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
73 卒塔婆引き二段 1991,11,18 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
74 道成寺全 1989,10,14 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
75 道成寺全、稽古風景 1990,3,12 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
76 日光白面退治 1990,12,19 熊本県立劇場 Hi8 兵藤裕己撮影
77 都合戦筑紫下り（牡丹長者）初段 1989,3,18 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
78 都合戦筑紫下り（牡丹長者）二段 1989,3,18 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影

79 都合戦筑紫下り（牡丹長者）初段・
二段 1991,7,29 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影

80 都合戦筑紫下り（牡丹長者）三段 1991,7,30 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
81 都合戦筑紫下り（牡丹長者）四段 1991,7,30 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
82 都合戦筑紫下り（牡丹長者）五段 1991,7,31 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影
83 餅酒合戦（付、都合戦初段） 1992,4,10 山鹿宅 Hi8 兵藤裕己撮影

84 （ 1 ）　山鹿良之　御幣切り（ 1 ） 1989,4,4 古賀芳郎宅（柳川市） C カセット 兵藤裕己撮影 84は 3 本で
1 ファイル

（ 2 ）　御幣切り（ 2 ） 同 同 同 同
（ 3 ）　御幣切り（ 3 ）。更級武勇伝 同 同 同 同

85 かまど祓い 1989,4,6 山鹿宅かまど C カセット 兵藤裕己撮影

86 かまど祓い、小栗判官四段・五段 1989,4,5-6 山鹿宅かまど VHS ヒュー・デフェ
ランティ撮影

87 山鹿良之　朝の勤行 1989,3,18,8:45 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
88 山鹿良之　朝の勤行 1989,10,14 山鹿宅 C カセット 兵藤裕己撮影
89 山鹿「日光白面退治」、高木清玄 1990,12,19 熊本県立劇場 Hi8 兵藤裕己撮影
90 永田法順、高木清玄、経文 1990,12,19 熊本県立劇場（昼の部） Hi8 兵藤裕己撮影
91 永田法順、高木清玄、経文 1990,12,19 熊本県立劇場（夜の部） Hi8 兵藤裕己撮影
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《録音》　盲僧琵琶の語り物・兵藤コレクション
番
号

テープ
番号 演目 撮影日 撮影場所 演奏者 録音者 備考

  1 7--1 あぜかけ姫 1989年 9 月21日 ― 山鹿良之 宮川光義 ―
  2 7--2 あぜかけ姫 1989年 9 月21日 ― 山鹿良之 宮川光義 ―
  3 10--1 あぜかけ姫・二代の長者 1970年～72年 ― 山鹿良之 何真知子 ―
  4 10--2 あぜかけ姫・二代の長者 1970年～72年 ― 山鹿良之 何真知子 ―
  5 19--1 あぜかけ姫 1989年 3 月16日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 前席
  6 35--1 あぜかけ姫 1989年 3 月17日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
  7 35--2 あぜかけ姫 1989年 3 月17日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
  8 36--1 あぜかけ姫一段・二段 11月 6 日 ― 山鹿良之 後藤昭子 ―
  9 36--2 あぜかけ姫一段・二段 11月 6 日 ― 山鹿良之 後藤昭子 ―
 10 76--1 あぜかけ姫・俊徳丸 1969年10月 6 日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 11 77--1 あぜかけ姫初段 1992年 2 月17日 橋口宅 橋口佳介 兵藤裕己 ―
 12 89--1 あぜかけ姫（村上）・難

関軍記上野合戦・実づ
くし（川本）・大江山・
羅生門（中山）・うぐい
すの伊勢神宮（西村）

1963年 7 月31日 ― 木村万作・
川本正喜・
中山米作・
西村定一

熊本市立博物館 木村万作（玉名郡小田）あぜかけ姫
川本正喜（玉名郡）関東軍記上野合
戦
中山米作（久留米）羅生門・大江山
山鹿良之（南関）あぜかけ姫・ワタ
マシ
西村定一（日奈久）うぐいすの伊勢
神宮（ 8 月15日）
川本正喜（玉名郡）実づくし

 13 89--1 あぜかけ姫（村上）・難
関軍記上野合戦・実づ
くし（川本）・大江山・
羅生門（中山）・うぐい
すの伊勢神宮（西村）

1963年 7 月31日 ― 木村万作・
川本正喜・
中山米作・
西村定一

熊本市立博物館 木村万作（玉名郡小田）あぜかけ姫
川本正喜（玉名大？）関東軍記上野
合戦
中山米作（久留米）羅生門・大江山
山鹿良之（南関）あぜかけ姫・ワタ
マシ
西村定一（日奈久）うぐいすの伊勢
神宮（ 8 月15日）
川本正喜（玉名郡）実づくし

 14 131--1 あぜかけ姫・ワタマシ 1963 年 7 月 31
日・1963年 8 月
15日

― 山鹿良之・
西 村 定 一

（南 関）・西
村 定 一（日
奈久）・川本
正喜

熊本市立博物館 山 鹿 良 之（南 関）　あ ぜ か け 姫　
1963年 7 月31日　ワタマシ（同年月
日）　西村定一（日奈久）1963年 8
月15日　川本正喜　1963年 2 月31
日

 15 131--2 あぜかけ姫・ワタマシ 1963 年 7 月 31
日・1963年 8 月
15日

― 山鹿良之・
西 村 定 一

（南 関）・西
村 定 一（日
奈久）・川本
正喜

熊本市立博物館 山 鹿 良 之（南 関）　あ ぜ か け 姫　
1963年 7 月31日　ワタマシ（同年月
日）　西村定一（日奈久）1963年 8
月15日　川本正喜　1963年 2 月31
日

 16 132--1 あ ぜ か け 姫・魚 づ く
し・牛 若 丸 初 段・二
段・ワタマシ

1955年頃 ― 北村万作・
上田義視・
山鹿良之

― あぜかけ姫・魚づくし（北村万作
（玉川星学）・八代郡）
牛若丸初段・二段（上田よしみ・水
俣市）
ワタマシ（山鹿良之）

 17 132--2 あ ぜ か け 姫・魚 づ く
し・牛 若 丸 初 段・二
段・ワタマシ

1955年頃 ― 北村万作・
上 田 よ し
み・山鹿良
之

― あぜかけ姫・魚づくし（北村万作
（玉川星学）・八代郡）
牛若丸初段・二段（上田よしみ・水
俣市）
ワタマシ（山鹿良之）

 18 108--1 敦盛一段 ― ― ― ― ―
 19 48--1 雨乞の語り・道成寺の

語り・節の説明・俊徳
丸・あぜかけ姫②

1982年 7 月27日 ― 山鹿良之 ― ―

 20 37--1 石童丸・荒尾からの巡
礼の一行・般若心経

10月 9 日 山鹿宅 山鹿良之 木村理郎 ―

 21 37--2 石童丸・荒尾からの巡
礼の一行・般若心経

10月 9 日 山鹿宅 山鹿良之 木村理郎 ―

 22 38--1 石童丸後半・小野小町 1985年頃 ― 山鹿良之 後藤昭子 ―
 23 38--2 石童丸後半・小野小町 1985年頃 ― 山鹿良之 後藤昭子 ―
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 24 74--1 石 童 丸・一 花 ひ ら い
て・正月端唄

1983年 8 月 4 日 ― 橋口佳介 ― B 面なし

 25 137--1 石童丸 1989年 2 月25日 文化会館 山鹿良之 木村理郎 ―
 26 138--1 石童丸 1989年 3 月16日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 27 138--2 石童丸 1989年 3 月16日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 28 6--1 一ノ谷・餅酒合戦 ― ― 西村教山 ― ―
 29 6--2 一ノ谷・餅酒合戦（ワ

タマシ）
― ― 西村教山 ― ―

 30 45--1 一ノ谷・あぜかけ姫・
小栗判官

― ― 山鹿良之 ― テープ不良。他の録音の音と重
なっている

 31 45--2 一ノ谷・あぜかけ姫・
小栗判官

― ― 山鹿良之 ― テープ不良。他の録音の音と重
なっている

 32 84--1 一ノ谷（森田喬）・一ノ
谷（猿渡寅松）・正月祝唄

（堀田虎造）・紀州焼山騒
動

1963年 8 月15日 ― 森田勝浄・
猿渡寅松・
堀田虎造

熊本市立博物館 ―

 33 94--1 一ノ谷初段 1989年 4 月 4 日 古賀芳郎氏宅 ― 兵藤裕己 ―
 34 104--1 一ノ谷 ― ― 西村教山・

猿渡虎松
― A 面西村教山　一ノ谷

B 面猿渡虎松（八代の人）一ノ谷
 35 105--1 一ノ谷 1983年 柳川市崩道観

音堂
山鹿良之 宮川光義 一ノ谷（柳川崩道観音院）・都合戦筑

紫下り（宮川氏のお母さん宅）

 36 106--1 一ノ谷・熊谷跡目騒動
（1985 年）・餅 酒 合 戦・
山崎三左（1986年）

1986 年 4 月 2
日・1985年 9 月
25日

山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―

 37 107--1 一ノ谷初段・二段 ― 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
 38 109--1 一ノ谷初段 1984年 9 月19日 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
 39 110--1 一ノ谷二段 1984年10月10日 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
 40 111--1 一ノ谷初段 1990年 5 月14日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 41 112--1 一ノ谷 1984年 4 月 4 日 川柳市南浜武　

古賀芳郎宅
山鹿良之 兵藤裕己 ―

 42 113--1 一ノ谷初段・二段（途
中まで）

― 山鹿良之 宮川光義 生目八幡

 43 117--1 一ノ谷二段 1990年 5 月15日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 テープ111-1の続き
 44 133--1 一ノ谷 1989年 4 月 4 日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 45 133--2 一ノ谷 1989年 4 月 4 日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 46 8--1 魚づくし 1986年 4 月 2 日 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
 47 39--1 牛若蔵馬下り（卒塔婆引

き）
― 山鹿宅 ― 宮川光義 ―

 48 39--2 牛若蔵馬下り（卒塔婆引
き）

― 山鹿宅 ― 宮川光義 ―

 49 41--1 牛若蔵馬下り（卒塔婆引
き）

1984年10月11日 山鹿宅 ― 宮川光義 南関公民館1984年 6 月

 50 41--2 牛若蔵馬下り（卒塔婆引
き）

1984年10月11日 山鹿宅 ― 宮川光義 南関公民館1984年 6 月

 51 11--1 烏帽子折・倉橋伝助・
野菜づくし・豊後浄瑠
璃・餅酒合戦

1955年？ ― 野添栄喜 熊本市立博物館 昭和30年代

 52 11--2 烏帽子折・倉橋伝助・
野菜づくし・豊後浄瑠
璃・餅酒合戦

1955年？ ― 野添栄喜 熊本市立博物館 昭和30年代

 53 114--1 大江山初段 1982年10月～12
月頃

南関町公民館 山鹿良之 宮川光義 ―

 54 115--1 大江山初段・二段 ― 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 初段1990年 5 月14日
二段1990年 5 月16日

 55 116--1 大江山二段（続き） ― ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 56 118--1 大江山初段（夜ごもり） 1989年 4 月 4 日 柳川市南浜武

東・若宮神社
山鹿良之 兵藤裕己 ―

 57 1--1 小栗判官初段 1989年 3 月15日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 58 1--2 小栗判官初段 1989年 3 月15日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 59 2--1 小栗判官二段 1989年 3 月17日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 60 2--2 小栗判官二段 1989年 3 月17日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 61 3--1 小栗判官三段 1989年 3 月17日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
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 62 3--2 小栗判官三段 1989年 3 月17日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 63 4--1 小栗判官四段 1989年 4 月 5 日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 64 4--2 小栗判官四段 1989年 4 月 5 日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 65 5--1 小栗判官他・端唄一花

ひらいて・仏事の経・
酒餅合戦

― ― 山鹿良之 ― ―

 66 15--1 小栗判官一段 1979年 6 月27日 ― 高 田 瞽 女、
杉本きくえ

上越市文化会館 ―

 67 15--2 小栗判官二段 1979年 6 月27日 ― 高 田 瞽 女、
杉本きくえ

上越市文化会館 ―

 68 50--1 小栗判官初段・二段 1989 年 3 月 15
日・17日

山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―

 69 61--1 小栗判官① 1991年 1 月21日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 70 49--1 小栗判官② ― 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 71 62--1 小栗判官三段・四段 1989 年 3 月 17

日・1989年 4 月
5 日

― ― 兵藤裕己 小栗判官三段1989年 3 月17日
小栗判官四段1989年 4 月 5 日

 72 139--1 小栗判官初段 1990年 5 月 2 日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 73 140--1 小栗判官二段 1990年 5 月 2 日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 74 141--1 小栗判官三段 1990年 5 月 3 日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 75 142--1 小栗判官四段 1990年 5 月 5 日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 76 143--1 小栗判官五段 1990年 5 月 5 日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 77 144--1 小栗判官六段 1990年 5 月 6 日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 78 145--1 小栗判官七段 1990年 5 月 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 79 146--1 小栗判官初段 1990年 9 月13日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 80 147--1 小栗判官二段 1990年 9 月13日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 81 148--1 小栗判官三段 1990年 9 月13日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 82 149--1 小栗判官四段 1990年 9 月14日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 83 150--1 小栗判官五段 1990年 9 月14日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 84 151--1 小栗判官六段 1990年 9 月14日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 84 152--1 小栗判官初段 1991年 1 月21日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 A 面
 86 152--2 小栗判官初段 1991年 1 月21日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 B 面
 87 153--1 小栗判官二段 1991年 1 月21日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 88 153--2 小栗判官二段 1991年 1 月21日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 89 9--1 小野小町 ― ― 山鹿良之 後藤昭子
 90 42--1 小野小町・道成寺 小野1991年11月

28日・道1991年
11月19日

― 山鹿良之 兵藤裕己 ―

 91 42--2 小野小町・道成寺 小野1991年11月
28日・道1991年
11月19日

― 山鹿良之 兵藤裕己 ―

 92 43--1 小野小町 1990年 7 月16日 ― 山鹿良之 森阿蘇麿 ―
 93 44--1 小野小町 1990年12月20日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
 94 52--1 小野小町・一花ひらい

て（兵藤録音）・道成寺
（木村録音）

1985 年 7 月 23
日・1983 年 5
月・1982年 5 月

― 山鹿良之 兵藤裕己
木村理郎

小野小町1985年
端唄1983年
道成寺1982年

 95 52--2 小野小町・一花ひらい
て（兵藤録音）・道成寺

（木村録音）

1985 年 7 月 23
日・1983 年 5
月・1982年 5 月

― 山鹿良之 兵藤裕己
木村理郎

小野小町1985年
端唄1983年
道成寺1982年

 96 65--1 神崎与五郎の生立初
段・二段

1984 年 7 月 26
日・ 8 月 9 日

― 山鹿良之 後藤昭子 7 月26日初段
8 月 9 日二段

 97 82--1 カマド祓い 1989年 4 月 4 日 柳川市南浜武　
古賀芳郎宅

山鹿良之 兵藤裕己 ―

 98 83--1 カマド祓い 1989年 4 月 7 日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 B 面なし
 99 67--1 菊池崩れ（山鹿）・都合

戦筑紫下り（田中）
1988年 3 月27日 山鹿市

公民館
山鹿良之・
田中藤後

木村理郎 ―

100 68--1 菊池崩れ（荒尾） 1986年 6 月14日 ― 山鹿良之 西（荒尾市役所） ―
101 69--1 菊池崩れ・都合戦筑紫

下り・口琵琶ナガシ
1982 年 8 月 13
日・1982年 9 月
3 日

山鹿宅 山鹿良之 西 口琵琶（一番のナガシ・二番のナガシ）
菊池崩れ1982年 8 月13日・都合戦
筑紫下り1982年 9 月 3 日

102 120--1 菊池崩れ初段・二段 1974年 9 月26日 RKKスタジオ 山鹿良之 ― ―
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103 121--1 菊池崩れ三段 1974年 9 月26日 RKKスタジオ 山鹿良之 ― ―
104 122--1 菊池崩れ四段 1974年 9 月26日 RKKスタジオ 山鹿良之 ― ―
105 123--1 菊池崩れ（僅か） 1974年 9 月26日 RKKスタジオ 山鹿良之 ― ―
106 124--1 菊池崩れ初段・二段 ― ― 山鹿良之 宮川光義 ―
107 125--1 菊池崩れ・道成寺・国

上合戦
― ― 山鹿良之 宮川光義 ―

108 126--1 葛の葉一段・鴨緑江節 1975年 5 月15日 ― 高 田 瞽 女、
杉本きくえ

上越市文化会館 ―

109 127--1 葛の葉二段・三段 1975 年 5 月 15
日？

― 高 田 瞽 女、
杉本きくえ

上越市文化会館 日付なし

110 154--1 葛の葉 1991年 9 月 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
111 155--1 葛の葉初段・二段 1991年 9 月12日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
112 156--1 葛の葉二段・三段 1991年 9 月12日

-13日
― 山鹿良之 兵藤裕己 ―

113 157--1 葛の葉四段 1991年 9 月14日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
114 158--1 葛の葉二段・三段 1989年10月15日 ― ― 兵藤裕己 ―
115 73--1 源平両氏伝冑軍記三

段・四段
1983年 7 月25日 家清館 森田勝浄 神野藤昭夫 ―

116 134--1 小敦盛初段 1990年 9 月12日 南関町ふるさ
とセンター

山鹿良之 兵藤裕己 ―

117 135--1 小敦盛二段 1990年 9 月12日 南関町ふるさ
とセンター

山鹿良之 兵藤裕己 ―

118 136--1 小敦盛 ― ― 山鹿良之 ― ―
119 136--2 小敦盛 ― ― 山鹿良之 ― ―
120 5--2 餅酒合戦・筑前原田説

法初段・二段
― ― 山鹿良之 ― ―

121 63--1 更科武勇伝初段 1989年 4 月 5 日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
122 64--1 更科武勇伝二段 1989年 4 月 5 日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
123 40--1 島原巡礼末尾の段・石

童丸末尾切れ
― 山鹿宅 ― 宮川光義 ―

124 40--2 島原巡礼末尾の段・石
童丸末尾切れ

― 山鹿宅 ― 宮川光義 ―

125 96--1 島原巡礼初段 ― 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
126 97--1 島原巡礼三段・四段 ― 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
127 98--1 島原巡礼初段五段・六

段
― 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―

128 16--1 俊徳丸初段 1982年 3 月 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
129 16--2 俊徳丸二段 1982年 3 月 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
130 17--1 俊徳丸三段・四段 1982年 3 月 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
131 17--2 俊徳丸三段・四段 1982年 3 月 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
132 18--1 俊徳丸五段・六段 1982年 3 月 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
133 18--2 俊徳丸五段・六段 1982年 3 月 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
134 18-A--1 俊徳丸七段 1982年 3 月 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
135 18-A--2 俊徳丸七段 1982年 3 月 山鹿宅 山鹿良之 宮川光義 ―
136 20--1 俊徳丸初段・二段 1990年 3 月13日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
137 20--2 俊徳丸初段・二段 1990年 3 月13日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
138 20-A--1 俊徳丸三段・四段 1990年 3 月14日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
139 21--1 俊徳丸三段・四段 1990年 3 月15日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
140 21--2 俊徳丸三段・四段 1990年 3 月15日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
141 22--1 俊徳丸五段・六段 1990年 3 月15- 

16日
山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―

142 22--2 俊徳丸五段・六段 1990年 3 月15- 
16日

山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―

143 23--1 俊徳丸七段 1990年 3 月16日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
144 23--2 俊徳丸七段 1990年 3 月16日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
145 24--1 俊徳丸初段 1988年 9 月18日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
146 24--2 俊徳丸二段 1988年 9 月18日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
147 25--1 俊徳丸初段・二段前半 1983年11月17日 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
148 25--2 俊徳丸初段・二段前半 1983年11月17日 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
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149 26--1 俊徳丸二段後半・三段
前半・四段前半

1983年11月17日 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 三段前半11月23日

150 26--2 俊徳丸二段後半・三段
前半・四段前半

1983年11月17日 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 三段前半11月23日

151 27--1 俊徳丸二段末尾・三段
末尾・四段末尾上・石
童丸・ワタマシ

1983年11月 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―

152 27--2 俊徳丸二段末尾・三段
末尾・四段末尾上・石
童丸・ワタマシ

1983年11月 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―

153 28--1 俊徳丸四段末尾下・五段 1983年11月 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
154 28--2 俊徳丸四段末尾下・五段 1983年11月 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
155 29--1 俊徳丸初段 1982年 9 月26日 新宿文化セン

ター
山鹿良之 兵藤裕己 ―

156 29--2 俊徳丸初段 1982年 9 月26日 新宿文化セン
ター

山鹿良之 兵藤裕己 ―

157 30--1 俊徳丸二段 1982年 9 月26日 新宿文化セン
ター

山鹿良之 兵藤裕己 ―

158 30--2 俊徳丸二段 1982年 9 月26日 新宿文化セン
ター

山鹿良之 兵藤裕己 ―

159 31--1 俊徳丸初段 ― ― 山鹿良之 ― ―
160 31--2 俊徳丸初段 ― ― 山鹿良之 ― ―
161 32--1 俊徳丸 1970年～72年 ― 山鹿良之 何真知子 ―
162 32--1 俊徳丸 1970年～72年 ― 山鹿良之 何真知子 ―
163 33--1 俊徳丸 1982年 3 月22日 ― 山鹿良之 兵藤裕己 ―
164 34--1 俊徳丸前段（あぜかけ姫）

初段・二段
1990年 3 月12日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―

165 34--2 俊徳丸前段（あぜかけ姫）
初段・二段

1990年 3 月12日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―

166 128--1 俊徳丸一段・二段 1979年 5 月14日 ― 高 田 瞽 女、
杉本きくえ

上越市文化会館 ―

167 129--1 俊徳丸三段・四段 1979 年 5 月 14
日？

― 高 田 瞽 女、
杉本きくえ

上越市文化会館 日付なし

168 99--1 柳川騒動初段 ― ― 山鹿良之 宮川光義 ―
169 100--1 柳川騒動初段 ― 柳川老人ホー

ム
山鹿良之 宮川光義 ―

170 101--1 柳川騒動初段・二段 ― 柳川老人ホー
ム

山鹿良之 宮川光義 ―

171 102--1 柳川騒動・一花ひらいて 1985年頃 ― 山鹿良之 後藤昭子 ―
172 103--1 柳川騒動・端唄 ― ― 山鹿良之 木村理郎 ―
173 95--1 相州児雷也 1985年 2 月26日 ― ― ― ―
174 90--1 天竜川・ワタマシ・端

唄・仏事の経・餅酒合
戦・筑前原田説法Ⅰ

1955年？ ― 山鹿良之 熊本市立博物館 昭和30代

175 90--2 天竜川・ワタマシ・端
唄・仏事の経・餅酒合
戦・筑前原田説法Ⅰ

1955年？ ― 山鹿良之 熊本市立博物館 昭和30代

176 130--1 天竜川Ⅳ・ワタマシ・
端唄・仏事の経・酒餅
合戦・筑前原田Ⅰ

1955年？ ― 山鹿良之 熊本市立博物館 昭和30代

177 130--2 天竜川Ⅳ・新築祓い（ワ
タマシ）・端唄・仏事の
経・餅酒合戦・筑前原
田Ⅰ

1955年？ ― 山鹿良之 熊本市立博物館 ―

178 51--1 道成寺 1986 年 6 月 23
日・1989年10月
14日・1989年10
月10日・1990年
3 月12日

山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 A 面1990年・1989年
B 面198910月10日・1986年 6 月

179 51--2 道成寺 1986 年 6 月 23
日・1989年10月
14日・1989年10
月10日・1990年
3 月12日

山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 A 面1990年・1989年
B 面198910月10日・1986年 6 月
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180 53--1 道成寺 1985 年 5 月・
1983 年 11 月 2
日・1982年 7 月
27日・1982年 5
月

山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 A 面1985年・1983年11月 2 日
B 面1982年 7 月・1982年 5 月

181 53--1 道成寺 1985 年 5 月・
1983 年 11 月 2
日・1982年 7 月
27日・1982年 5
月

山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 A 面1985年・1983年11月 2 日
B 面1982年 7 月・1982年 5 月

182 54--1 道成寺 1990年 9 月15日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
183 55--1 道成寺 1990年 3 月12日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
184 56--1 道成寺 1989年10月14日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
185 78--1 道成寺・筑前琵琶大楠

公
1989年10月10日 熊本郵便貯金

会館
山鹿良之 兵藤裕己 ―

186 79--1 道成寺・菊池崩れ 1983年11月 2 日 南関町憩いの
家

山鹿良之 宮川光義 ―

187 81--1 道成寺・きよたに川 1985年 5 月 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
188 85--1 道成寺 1982年 5 月（？） 山鹿宅 山鹿良之 木村理郎 ―
189 9--2 端唄・一花ひらいて ― 山鹿宅 ― 後藤昭子 ―
190 46--1 都合戦筑紫下り ― 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
191 46--2 都合戦筑紫下り ― 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―
192 47--1 都合戦筑紫下り（山鹿・

前半欠）・葛の葉（橋口）
― 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―

193 47--2 都合戦筑紫下り（山鹿・
前半欠）・葛の葉（橋口）

― 山鹿宅 山鹿良之 後藤昭子 ―

194 57--1 都合戦筑紫下り① ― ― 山鹿良之 ― ―
195 58--1 都合戦筑紫下り② ― ― 山鹿良之 ― ―
196 59--1 都合戦筑紫下り初段 1989年 3 月18日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
197 60--1 都合戦筑紫下り二段 1989年 3 月17日 山鹿宅 山鹿良之 兵藤裕己 ―
198 66--1 都合戦筑紫下り 1957年 ― 山鹿良之 ― A 面のみ
199 70--1 都合戦筑紫下り一段・

二段・一花ひらいて他
1982年11月11日 ― 山鹿良之 西（荒尾市役所） 止め撥・曲弾き・取り撥・乱撥

200 71--1 都合戦筑紫下り二段 1982 年 10 月 25
日・1982年12月
7 日

― 山鹿良之 西 ノリの各種・下クリ・止め撥・差
撥（1982年10月25日）

201 72--1 都合戦筑紫下り三段・
四段

1983年 1 月11日 ― 山鹿良之 西 ―

202 80--1 都合戦筑紫下り一段・
二段

― ― 山鹿良之 ― ―

203 86--1 都合戦筑紫下り一段・
二段

1974年 9 月27日 NHK 録音 田中藤後 NHK 録音 ―

204 87--1 都合戦筑紫下り三段 1974年 9 月27日 NHK 録音 田中藤後 NHK 録音 ―
205 88--1 都合戦筑紫下り四段 1974年 9 月27日 NHK 録音 田中藤後 NHK 録音 ―
206 91--1 都合戦筑紫下り（ 1 ） ― ― 山鹿良之 ― ―
207 92--1 都合戦筑紫下り（ 2 ） ― ― 山鹿良之 ― ―
208 93--1 都合戦筑紫下り 1957年 ― 山鹿良之 ― 昭和32年
209 75--1 山崎三左 1986年 4 月 2 日 ― ― ― ―
210 119--1 羅生門（大江山） ― 山鹿宅 山鹿良之 片山旭星
211 159--1 酒餅合戦 ― ― 山鹿良之 ― ―
212 159--2 酒餅合戦 ― ― 山鹿良之 ― 表紙に「150 上田」と記載あり
213 160--1 あ ぜ か け 姫・魚 づ く

し・牛 若 丸 初 段・二
段・山崎三左初段・ワ
タマシ

― ― 北村万作・
上 田 よ し
み・山鹿良
之

平川穆 あぜかけ姫（No1の続き）・魚づくし
（北村万作（玉川星学）・熊本県八代郡）
牛若丸初段（上田よしみ・水俣市）
表紙に No2「神」と記載あり

214 160--2 あ ぜ か け 姫・魚 づ く
し・牛 若 丸 初 段・二
段・山崎三左初段・ワ
タマシ

― ― 北村万作・
上 田 よ し
み・山鹿良
之

平川穆 牛若丸二段（上田よしみ・水俣市）・
山崎三左初段（？）ワタマシ（途中）

（山崎三左）

215 ビデオ 肥後琵琶・RKK熊本放
送 アングル’75

1975年 3 月 6 日 （山鹿良之） ― ―
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